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序章　ケンカップルの◯◯な攻防












　どんなことでも負けたくない。それが昔から負けず嫌いだった桃花ももかの座右の銘だ――たとえエッチなことだったとしても。

　つまり、仕事でも私生活でもベッドの上でも勝ちたいわけだ。

　だから仰向けの自分の上に覆い被さっている義人よしひとに、あらかじめきっぱり言うのであった。

「気持ちよすぎて先に音を上げるのは、ぜったいにあなたのほうよ」

　そう言って桃花はふっと口角を上げて、不敵な笑みをたたえる。

「私に謝ってでも、やらせてくださいというあなたの未来が見えるようね」

　すると義人は、若干呆れながら口を開いた。

「俺にはその逆の未来しか見えねえけどな」

「なら、試しましょう？」

　桃花の挑戦的な発言に、義人が屈することはない。

「無論だ」

　さっそく桃花の首筋に顔をうずめる彼に、桃花はものの数秒でクラクラしてきた。

（でも、絶対に負けないんだから！）

　そう決意し直すと義人の背中に腕を回し、爪痕を残すように手を這わせていく。

　こうしてケンカップルのエッチな攻防は始まった――。

















一章　ケンカするほど仲がいい？












『ケンカするほど仲がいい』という慣用句には、お互い言いたいことを言い合える遠慮のない関係性だとか、反対意見を言い合っても崩れない関係性という意味が含まれる。

　そんなの迷信だわと、一ノ瀬桃花は端からそれを信じていない。なぜなら彼女には、いつもケンカしてばかりの永遠のライバルがいるからだ。

　一ノ瀬いちのせ桃花ももかは二十八歳、株式会社トゥエンティーフォーという広告代理店で働いている。髪の長い、小柄で童顔な、ごく普通のＯＬである。

　その会社の同期で同僚なのが、東郷とうごう義人よしひと。年齢も同じ二十八歳で、同じ営業部にいる。

　営業の中で常にトップの成績を収めているのはいつも義人で、桃花はそれが気に入らない。負けず嫌いで努力家が故に、どうして勝てないのか、いつも涙を呑んでいた。

　営業の基本的な仕事は〝クライアントから案件をもらってくる〟ことだが、大手を筆頭に広告代理店は多く存在するため、クライアントには〝数ある広告代理店の中から、トゥエンティーフォーを選び、依頼してもらう〟ことが重要になってくるのだ。

「だから、小泉建設のほうは私が行くって言っているでしょ」

「いや、小泉建設は確実にうちが取りたいから、俺が行ったほうがいいだろう」

　さっさと鞄を持ってオフィスを出ようとする義人の腕を、桃花が行かせまいと掴む。

「今回は諦めて、放せよ」

「今回も諦めないから、放さない」

　社内でいつものごとくバトルを繰り広げていると、営業部の課長が折衷案を提示してきた。

「なら、今回はふたりで行ってくれ」

「「えっ!?」」

　ふたりは驚いて目を見開き、それからいやそうに互いの顔を見つめ合う。

「か、課長、お言葉ですが――」

　義人が言いかけるも、課長は譲らない。

「小泉建設は大きな仕事になるからな。君たちふたりの力を合わせればいけるだろう？」

「…………」

　うっと言葉に詰まり、二の句が継げない桃花。

　ケンカばかりの桃花と義人だったが、仕事では実はベストパートナーであり、何度もこんな窮地をともに乗り越えてきた。

　互いにいくつものプロジェクトを成功させてきた実力者であり、実は桃花は義人を信頼しているし、逆もまた然りだった。

　けれどたいして努力もしないのにいろいろなことをこなせる気質、立ち回りのうまさがある義人ばかりにチャンスが回ってきているのは、とても腹立たしい。自分は常に努力しているのにと、桃花は悔しさから唇を噛む。

　しかし今回も課長は自分だけに任せてくれず、結局は義人と一緒に行くことになってしまった。

（私、いまいち課長に信用されてないのかな）

　そんなネガティブな思考が頭をよぎる。

「おい、一ノ瀬。早くしろよ」

　面倒臭そうに言われたことではっと我に返り、桃花はむっとするも急いで支度した。

「わかってるわ」

　桃花は義人のあとを慌てて追う。

　オフィスを出たところで、義人が隣に並んだ。

（相変わらず無駄に背が高いんだから）

　ちらりと横に目を走らせれば、百八十センチを超える身長と、がっしりとした体躯が目に入る。認めたくはないが顔も整っており、社内外でもイケメンだともてはやされていた。

（まあ、顔はかっこいいけど、どうしてここまでモテるんだろう？）

　公式ライバル（自称）の桃花からすれば、毎度言い合いしていることから、義人が周囲からそんなふうに見られていることが不思議でしょうがない。

（やっぱり仕事ができるからなのかしら？）

「おい、何を考えている？」

　ぎょっとして義人を改めて見上げると、迷惑そうにこちらを見返してきた。

「仕事に集中しようぜ？　小泉建設は大手だから手強いんだ」

「も、もちろん。いろいろ策は練っているんだから」

　桃花がそう言うと、義人が珍しく邪気のない笑みを浮かべる。

「そうか。じゃあ、期待しているぞ」

「う、うん」

（あれ、なんでドキドキするんだろう？）

　仕事の話をしていただけなのに、義人が笑いかけてくれただけで、気持ちが高揚した。

　最近、よくそんなことが起こるのであったが、仕事一筋で彼氏いない歴二十八年の桃花には、この現象がなんなのかわからない。

　会社を出ると、外は初秋の涼しい風が吹き、穏やかな晴れ間が広がっていた。

「営業職は、この季節が一番いいよな」

「本当に。ずっと秋ならいいのにね」

　他愛もない話をしながら、駅を目指す。

　ふたりともスーツで歩いているのだが、都会の雑踏を歩いていると、女性たちが例外なく義人を振り返る。そして密かに黄色い声を上げるのだ。

　とうの義人は仕事のことで頭がいっぱいらしく、そんなこと気にもしていなかったが。

「――で、小泉社長の好物を聞いたんだが……って、聞いているのか、一ノ瀬？」

「あ、はい！　聞いています」

　しかし義人にジト目で見られた。

「お前が急に敬語になるときは、何かを隠している証拠だ」

　ぎくりとするも、最後までしらを切り通そうとする桃花。

「いくら長い付き合いだからって、私だってそんな単純じゃないわ」

「じゃあ、何を考えていたか、言ってみろよ」

「うっ……」

　見事に返答に窮した桃花を見て、義人はため息をつく。

「ここのところ、お前、特におかしくないか？」

「お、おかしいって？」

「心ここにあらずなことが多い気がする」

「…………」

　それは正解だったけれど、そしてそれこそが努力しても義人に勝てない理由なのかもしれないけれど、桃花はやはりこのドキドキに対しては素直にはなれなかった。

「努力もせずに毎日いくつも契約取ってくる東郷くんにはわからないよ」

　つんと拗ねるようにそっぽを向いたら、義人が呆れたように言う。

「……あのな、努力しないで契約が取れるわけないだろう？」

「で、でも！」

　目で切に訴えると、義人は苦笑した。

「一ノ瀬も充分努力しているみたいだが、俺だって陰ではものすごい努力しているんだぜ？　取引先の名前や役職だけでなく嗜好まで覚えたりとかな」

　唖然とする桃花。そんな内情、まったく知らなかった。

「し、知らなかった……」

「ああ、このことを話したのはお前が初めてだ。誰にも言うなよ？」

「え、なんで？」

　そんなすばらしい（？）情報、会社の皆が知らないでいるほうが違和感がある。

「俺はそういう部分は極力見せたくないんだ。スマートに仕事ができると思わせたい」

「な、なんのために？」

「なんの？」

　くくっと、喉で笑う義人。

「実はすっごい努力してます！　なんて、恥ずかしいじゃないか。それだけだよ」

　さあ、電車が来たぜ？　と、義人が前に向き直る。

　ホームに入ってきた電車を見つめながら、桃花は反省していた。

（そっか……東郷くんもたくさん努力していたんだ……当たり前だよね。私って、なんて浅慮だったんだろう。そんなんだから、未だに社内成績で一位が獲れないでいるんだわ）

　電車が止まり、ドアが開く。

　平日の午後なのに、かなり混み合っていた。

　先に乗り込んだ背の高い義人がうまくスペースを作り、桃花に向かって手招きする。桃花がそのスペースに収まると、ちょうど電車が発車した。

　ガタンゴトンと揺れるごとに、義人と密着してしまう。まるでうしろから抱き締められているみたいだ。

　しかしもちろん彼にその気はなく、混雑から桃花を守ってくれているだけなのだろう。

　なのに桃花は緊張してしまい、窓の外を見るふりをして、ひとり顔を朱に染めていた。










　帰社したときには、オフィスはほとんど空だった。もう二十時を回っていたので、残業がある者以外は退社したに違いない。

　けれど課長はいつも通り席に座っていたので、桃花と義人はさっそく本日の成果について報告し始めた。

「うまくいきましたよ、課長。小泉建設の社長はだいぶ難しいひとでしたが――」

　嬉々として語る義人に続き、桃花も口をそろえて言う。

「確かに最初は馴染みの広告代理店があるからと渋っていたんですが、ふたりで協力したら、なんとか頷いてくれたんです」

「はい。うちの会社の理念と、これまでの実績をすべて提示してきましたからね」

　すると課長は笑顔で頷き、「よくやったな」と褒めてくれた。

　桃花と義人は顔を見合わせ、滅多にないことに笑い合い、互いの健闘を称える握手をする。

　目の前でそれを見ていた課長が、率直な感想を口にした。

「お前たちは本当にいいコンビだな。小泉建設の件は、全面的に任せるから頼んだぞ？」

　桃花も義人もいいコンビという単語には否定的だったが、小泉建設の件には並々ならない意欲が湧いてきているところだった。

（このプロジェクトを成功させれば、今度こそ私が社内で一番になれるはず！）

　しかしその想いは義人も同じようで、もう桃花をライバル視している。さっそく牽制してきたのだ。

「俺の足を引っ張ることだけはやめてくれよ。普段なら、俺ひとりでもやれるんだから」

　むっとした桃花は、きつく眉根を寄せた。

「そう言っていられるのもいまのうちだわ。小泉社長が気に入ってくれていたのは私のほうだもの。いずれ担当も、専属になるかもしれないわね。あなたこそ覚悟しておいたらどう？」

「…………」

　義人は何も言い返さなかったが、無言ゆえの圧力がある。

　それに屈しないよう、桃花は義人をじっと見上げた。

　睨み合う、桃花と義人。

　バチバチッと、ふたりの間に火花が散る。

「き、君たち、そこまでにしておきなさい……っ」

　面倒事に巻き込まれたくない課長は、その場から逃げ出すように、さっさと鞄を手に帰宅してしまった。










「なあ、残業する意味あるのかよ？」

　隣の席で、義人が大きく背伸びをした腕を回したりしている。眠気があるのか、ふああっと何度も欠伸を噛み殺していた。

　時計を見れば、もう二十二時。

　オフィスには、ふたりのほかに誰もいない。

　お互いに終電には充分に間に合うことから、桃花のほうはそこまで時間を気にしていなかった。

「あるに決まっているでしょう。いまのうちに提案書類を作成しておけば、あとが楽になるじゃない」

「それはわかっているが――」

　怠惰に見える義人だったが、彼の要領がいいことはすでにわかっていた。

　だから今回も、もし義人がひとりでこの案件を担当していたら、わざわざ残業する必要はなかったのかもしれない。

　桃花の意見を取り入れているから、余計に遅くなってしまっているのだ。

「これじゃあいつ帰れるか、わからねえじゃんか」

　はあっとため息をつき、義人は桃花のほうのパソコンを覗き込み、ミスを指摘してきた。

「ここ。このままやったら、こっちのデータが飛ぶぜ？」

　思わずむっとしながらも、桃花は素直に礼を言う。

「……それはどうもご丁寧にありがとうございました！」

　けれどやはり隠し切れない感情が表に出てしまった。ぷんぷんしながらデータを直していると、義人が再び深いため息をつく。

「なあ、一ノ瀬、お前。なんで俺をそんな親の仇のように憎んでいるんだ？」

「えっ!?」

　パソコンのキーを叩く手を止め、隣の義人を見た。

　彼も桃花を見ていたので、目が合い、つい恥ずかしくて目を背けてしまった。

「な、な、何、急に？　さすがに親の仇のようにまで憎んでいるはずがないでしょう」

「ということは、それに近いくらいのレベルでは憎んでいるんだな？」

「うっ――」

　つい返答に窮したら、義人は憮然とした。

「い、いや、そういうわけでは……」

　フォローしようにも、いまさらもう遅い。

　義人は険しい顔のまま、自分のパソコンのほうを桃花に見せた。

「俺のほうは提案書、ここまで進んでいるんだぜ。一ノ瀬みたいにやっていたら、朝が来たって終わらねえよ」

　整えられたディスプレイを見て、桃花は悔しさから歯がみする。

（は、速い……しゃべったり休憩したりしながらやっていたのに――!?）

　しかし負けたくない一心で、桃花は反論する。

「速くやればいいってもんじゃないわ。ちゃんと推敲したの？　ここの文面、めちゃくちゃじゃない」

「こういうのは最後に校正すればいいの。大事なのは案なんだから」

「…………」

　そこまで言われてしまえば、もう桃花に反撃する手段は残っていなかった。

　頬を膨らませてむくれていると、義人が唐突に桃花の頬を指先でつついてきた。

「ひゃあ！」

　突然のことに驚き、真っ赤な顔で頬を押さえる桃花。

　義人はくくくっと喉で笑った。

「おもしれえ！　その頬袋、まるでリスかハムスターだな」

「ちょっと、ひとで遊ばないでくれる？」

　キッと睨みつけるも、義人はまったく動じない。それどころか、どんどん桃花で遊び始めた。

「なあ、肩揉んでやろうか？」

「……い、いらない！　どうせ変なことするんでしょう？」

「……ふん。お前相手にそんな気起きるかよ」






　呆れる桃花だったが、このタイミングで一通り提案書が出来上がった。

　さっそく義人に見せると、彼は「うーん」と顎に手をやり、首を捻った。

「これじゃあ、まず課長が通さないんじゃないか？　予算は少しでも抑えておくべきだろう」

「そ、そうだけど、小泉建設は最良のものをって――」

　義人の意見に不満げに口を尖らせていると、彼が続ける。

「最良ってのは、何も一番高い成果物を客に売ることじゃあない。客がほしいものに対して、俺たち営業が一番いい成果物を提供することだ。小泉建設だって、きっとそういうつもりで、俺たちに任せてくれたんじゃないかと思う」

「…………っ」

　義人の正論に、またもや言葉が出てこない桃花。

　心の中では、再び彼に負けるかもしれないと思ってしまっていた。

　だから桃花は、ここで勝負に出た。

「じゃあ、こうしましょう？」

「ん？」

「どっちの案も出してみて、採用されたほうを勝ちにするの」

「つまり、いま俺たちの案をひとつにまとめないで、それぞれ課長に進言するってことか？」

　桃花が自信満々にこくりと頷く。

（これは永遠のライバル、東郷義人への挑戦状よ。宣戦布告でもあるわ）

　しかしとうの義人はと言えば、あまりに白々しく答えるのであった。

「なるほどねえ。勝負事なら大歓迎だけど、俺が一ノ瀬に勝てるかなあ？　あ、一ノ瀬が俺に勝てたことが、そもそもあったっけなあ？」

　煽りとも取れるその物言いに、つい桃花はカチンときてしまう。

「ちょっと、それはないんじゃないの？　まるで私には少しも勝ち目がないみたいな言い方じゃない。私は誰よりも努力しているっていう自負があるわ。今度こそ、あなたを破ってみせる――東郷義人！」

　ドラマのクライマックスのようにおおげさにびしりと義人を指さすと、義人は若干テンションが下がったらしい。呆れたようなため息をついた。

「フルネームで呼び捨てして、指さすなよ……」

「だって、反応が薄いんだもの。本当は、私に負けるのが、怖いんでしょう？」

　ふふふっと、にやりと口角を上げると、義人は静かにこう宣言するのだった。

「なあ、いい加減、黙らせてもいいか？」

「え？　まだまだ東郷くんには言いたいことがたくさんあるんですけど……」

　すると椅子がぎしりと動く気配が聞こえる。

　義人がこちらに距離を詰めてきた――そう思ったところで、桃花は言葉を失った。

　なぜなら義人が、桃花の唇を奪っていたからだ。

「――――っ!?」

　突然のことに驚き、目を見開いたまま、義人の唇の感触をただ感じていた。
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（な、なんで……？）

　ファーストキスがまさか永遠の（？）ライバルである東郷義人になろうとは、いまのいままで思いもしなかった。

（これがキス、なの……？　いったいいつまで続くものなの？　突き放すべきなの？　でも、振り払えない……だって、生温かい唇がとても気持ちよくて――）

　桃花の心の奥から、何やら得体の知れない感情が湧き出してくる。それはこれまで生きてきて、一度も触れたことがないものだった。

（どうして、東郷くんは私なんかにキスしたんだろう？　本当に黙らせるだけのためだったの？）

　混乱した頭の中で必死に考えていると、ふいに義人が唇をほどく。

　だけど互いの呼気が混じり合うほど近くに、彼の顔があった。

（認めたくはないけれど、間近に見ても、東郷くんはカッコイイなあ……どうして彼女がいないんだっけ？）

　いつもライバル視しているのに、こんなときだけ義人の素が気になる。

　文句も出てこず、ただとろんとした目で見つめていたら、義人が苦笑した。

「ほら、黙っただろう？」

「……っ!?　う――うん」

　義人の顔がまともに見られず、頬を真っ赤にしたまま、うつむいてしまう。

　返答はなんとかしたものの、未だに衝撃は去らず、身体は硬直したままだ。

　そしてそれ以上、何も口から出てこないのである。

　完全にしおらしくなってしまった桃花を前に、義人はここで初めて動揺した。

「も、も……もしかして、は、初めてだったのか……？」

　おそるおそるといった態で聞いてくる義人に、桃花は真っ赤な顔をした状態で頷く。

「しょ、しょうがないでしょう。こういうのは縁なんだから、仕事一筋で生きてきた私には、たまたまそういう機会がなかっただけで――」

　なんでライバルに自分のプライベートを話してしまっているのだろうと、桃花は自嘲気味に笑うしかない。

「あはは、からかう要素が増えてよかったわね」

「お、おい――」

「私はぜんぜん気にしないから、別に社内に広げたって構わないから」

　投げやりにそう言ったら、義人が立ち上がり、そのまま隣に座る桃花を上から抱き締めてくる。

「――――!?」

　わけがわからずに、桃花は瞠目してしまう。

　ほんのり香るシトラス系の香水の匂いに、くらくらしそうになるのを必死でこらえていた。

　でなければ義人の腕の中で、いつまでも甘えてしまいそうだったからだ。

（ひとに抱き締められるのって、こんなにも心地がいいんだ……温かい……）

　義人の胸に桃花は耳を当てていたので、彼の心臓がとくとくと早鐘を打つさまが直に聞こえてくる。

（東郷くんも、緊張している……？　な、なんで？　だって、いつもは――）

「すまなかった、一ノ瀬」

　頭の上から謝罪され、桃花は戸惑った。

「本当にただからかっただけのつもりだったんだ。行き過ぎたことは、謝らせてほしい」

「…………」

　心底悪かったと思っているらしい義人を前に、桃花は呆然としている。

（なんか、意外……東郷くんって、モテるから遊び人かと思っていたけど、意外に紳士だったんだな）

　そう考えると、突然キスされたり抱き締められたりしたことを、なぜかすべて許すことができた。

（東郷くんが真面目だったから、すぐ謝ってくれたから、なのかな……？）

　自分のことながら、桃花は理由がよくわからなかった。

　どうやらキスされたことと抱き締められたことによる衝撃が、未だに自分の中で大きいらしい。

　傍に義人がいる限り、思考を中断せざるを得ないようだ。

　義人はやがて抱擁をとくと、しゃがみ込み、桃花の憂えた顔を覗き込む。

「どうした？　まだ心配事があるのか？　不安とか、なんでも話してほしい」

　急に優しくなった義人に戸惑うも、桃花は素直に答えた。

「ううん。ただ、キスも抱き締められるのも、ぜんぶ初めてだったから……」

　思わずといった態で、眉を下げる義人。

「ああ、本当に申し訳ないことをした。キスも抱擁も初めて――え、ええ!?」

　激しく動揺する義人を、桃花はびくっとして見やった。

　義人はかなり狼狽しているようだった。

「と、というか、お、お前、一ノ瀬……アレもしたことないのか？　その年で？」

　アレとは、セックスのことに違いない。

　ずばり核心を衝かれ、今度は恥ずかしくなる桃花。

　何も言えずに黙っていると、義人が言葉を継ぐ。

「いつも勝ち気で好戦的だから、そういったこともすでに経験済みだと、勝手に思っていたんだ。逆に経験豊富なんだろうとさえ思っていたんだぜ？」

「――っ!?」

　桃花はそんな自分のイメージを崩したくなくて強く出た。

「そ、そ、そ、その通りよ。セックスなんていつでもできるんだから、何も急ぐことじゃあないでしょう？」

　手を腰に当てながら、少しでも威厳を見せつけようとしたのだが、義人には通用しなかった。

　それどころか、大仰にため息をつかれてしまう。

「無理するなって」

「無理じゃないわ！」

　くだらないことで両者睨み合いが続くも、先に折れたのは義人だった。

「まあ、お前の貞操観念はともかく、いろいろ気をつけろよ。なんだかんだ言っても、物騒な世の中だからな」

「……うん」

　急にテンションががた落ちした桃花だったが、最大の秘密を最大のライバルに知られたことにさらに落ち込んでしまった。

「楽しい話題が手に入ってよかったわね。明日には私、笑い者だろうけど、仕事はちゃんと最後までやるから気にしないで」

　そうしてこれ以上はさすがに仕事する気にならず、もう帰ろうとパソコンの電源を落としていたら、横から腕が伸びてくる。

　義人は桃花の腕を掴み、大事そうに両手で挟み込んだ。

「俺がそんなことする人間だと思うか？」

「……そ、それは――」

　すると義人が苦笑した。

「俺って、信用ねえなあ」

「そ、そうじゃないの！」

　慌てて付け足す桃花。

「あなたとは同期だし、同僚だし、同じ部署だし、ほとんど腐れ縁ってこと！」

「ああ。さらにいいパートナー、相棒だよな」

「ええ、その通りだわ」

　そこまで言ったところで、仕事においてもプライベートにおいても、義人より遅れていることに気づき、桃花は落ち込んだ。

（仕事だけしていればいいってわけじゃないんだ。仕事以外もいろいろ経験して、コミュニケーション能力だったり他者との関わりだったり、もっとがんばらないと、私は一生、義人には勝てない……）

　言い知れない絶望感がせり上がり、思わず泣きそうになる桃花。

　義人は心配して声をかけてきた。

「なあ、一ノ瀬。今日はもう帰ろうぜ？　こういうときは寝るのが一番だ」

「ね、〝寝る〟――ですって？」

　敏感に反応する桃花に、義人は慌てる。

「い、いや、そういう〝寝る〟じゃなくて――」

「いいわよ」

「は？」

　怪訝な顔をする義人。

　桃花は傲然と言い放った。

「セックスしてもいいって言っているの」

　義人は完全にショックを受けたようで、目を大きく見開いたまま硬直していた。
















二章　言葉の応酬は恋の始まり












　桃花は挑戦的に義人を見つめ続けた。心の中では、義人にそんな度胸がないことぐらいわかっている。頭のどこかにまだ冷静な桃花が残っていた。

（チャラそうに見えて、実は紳士なのよね。たまにはこっちからからかってもいいよね？　冗談だよ～！　って言ったら、どんな顔するかなあ？）

　しばらく沈黙していた義人に、そろそろ真実を話そうとしたとき、ふいに彼がぽつりと呟いた。

「それは抱いてもいいってことか？」

「え――」

（な、なんでそっちの方向に……？）

　予想とは違う義人の返答に困惑する桃花。

「そ、それは……」

　イエスかノーかという選択肢の前に、もうためらうしかない。

　そして自分のコンプレックスと、義人への感情がせめぎ合う。

　桃花は苦笑すると、ゆっくりと自らの事情を切り出した。

「私は……いつもこんな感じだから、ぜんぜんかわいくないでしょう？」

「はあ？」

　急にそんな話を振られ、義人は戸惑う。

「そんなこと思いもしてないけど、いったいどういうつもりだ？　何が核心なんだ？」

　先を急かすように促され、素直に言葉を続けた。

「東郷くんだって本当は、私のことをきらいなくせに……いつもいつもケンカしていたら、さすがにもううんざりよね。本当、かわいくないんだもん。自分で自分がいやになっちゃうわ」

　桃花は苦笑すると、恥ずかしくなり、さっさと帰ってしまおうと席を立つ。

　すると鞄を持っていないほうの手を、義人にぎゅっと握られた。

「っ!?　な、何!?」

「お前はかわいい」

　真剣な目で、桃花を見つめる義人。

　桃花の頬は瞬間朱に染まるも、お得意の冗談だと思うようにした。

（いままでかわいいなんて言われたことない。きっと気を遣ってくれているんだわ）

「じょ、冗談はやめてよ。ここまで腹を割ったのに、今度は心臓でもえぐる気？」

「まさか」

　さらりと言う義人。

「俺は、お前のことをいつも抱きたいと思っていた」

「ええっ!?」

　真っ赤な顔でぎょっとする桃花。

「つい、本音が漏れた」

　義人は若干反省している。

　それでも桃花は、未だに義人が言うことを信じられない。

（私を励ますために、そう言ってくれているに違いないわ）

「何言っているの。私のこと、女として見てくれていないでしょう？〝犬猿の仲〟って周囲から揶揄されているぐらいなんだから」

　義人はしばらく何か考え込んでいるようだったが、言葉より行動だと思ったのか、自らも立ち上がると、前から桃花を抱き締めた。

「――――」

　声が詰まり、言葉にならない。

（どうして東郷くんは、さっきから私を口説こうとしているんだろう？）

　耳元で、義人が言った。

「そこまで信じられないのなら、証明してやるよ」

「しょ、証明……？」

「そうだ。どれだけお前のことかわいくて抱きたいと思っているか、証明してやる」

「っ!!」

　桃花は意外な言葉にびくっと肩をすくめる。

（そ、それは、セックスするってこと――？）

　二十八歳にもなって恥ずかしいが、さすがに初めては怖いし緊張もしてしまう。

　ふるふると義人の腕の中で震えていると、彼が「そうだったな」と呟いた。

「な、何？」

「いや、お前が処女だってことを思い出しただけだ。だったら無理することはない」

「無理することないって――」

「やらなくてもいいって意味だよ」

「そんなのわかっているわ！」

　なぜかケンカ腰になる桃花。願ってもない展開なのに、女として侮辱されたと感じたのだ。

「さては私とするのが怖いんでしょう？」

「は、はあ？」

　相当びっくりしたのか、義人が呆けた顔をする。

　桃花はふふんと百戦錬磨した女のように笑いながら言った。

「私相手で、ちゃんとできるかどうか心配なんでしょう？」

　わざわざ男の矜持きょうじを傷つけ、挑発してしまう桃花。

　自分でもなんでこうなるのかわからない。

　先天的に負けず嫌いではあったが、男女の大切な営みをこんなふうに扱っていいものか、心のどこかではためらいが生じていた。

（ここまで言われたら、さすがにもうセックスしようなんて思わないよね？）

　色気もないし、ロマンチックでもない。そもそもここは会社だ。

（それにケンカップルで犬猿の仲の私とエッチするなんて、どんなに性欲があってもきっと踏み込みたくない領域だものね。同期の同僚に手を出すとも思えない）

　そんなふうに高をくくっていたら、義人が桃花の顎に指をかけ、上を向かせた。

　思わずドキッとしてしまったが、ここで「バーカ」と言ってデコピンでもするのが東郷義人だ。

　しかし義人は、稀にない真剣な顔で言った。

「俺は本気だ」

「――――」

　桃花は言葉を失う。

　義人の顔はいつもの仕事中の顔ではなく、いつの間にか男の顔になっていた。獲物を前にした猛獣のように、目がぎらぎらと光っている。

（なんか、いつもの東郷くんと、感じが違う……ドキドキしちゃう――）

　しかし桃花は慌てて思考を切り替える。

（このままじゃ変な方向に話が行きそうだから、空気を変えないと…！）

「あ、あの、東郷く――」

　けれど言葉は途中で途切れた。

　反論する間も与えられず、義人が再びキスしてきたからだ。

「ん、んぅ……！」

　最初こそ重ねるだけの唇だったのに、今度の義人は深く口腔内を吸ってくる。

「ふ……ぁ……は……っ」

　鼻呼吸を忘れて息苦しさに喘いでいると、義人のほうがわざと少しだけ唇を離してくれた。

　その瞬間、息を大きく吸うも、待っていましたとばかりにすぐに口の中には生温かいものが侵入してきた。

「んぅ、ふ、は、あっ」

　それが彼の舌だとわかったときにはもう、桃花は腰砕けになっており、義人に支えてもらわなければ立ってもいられなかった。

「ん、ふぅ」

　舌が擦れ合うのが、何よりも気持ちいい。

　他人の舌と自分の舌が触れあうと、こんなにも性感が誘発されるとは思いもしなかった。

　くちゅ、ちゅっと口腔内に唾液が増え、ふたりのそれが混ざり、口角からこぼれていく。

　つうっと煽情的に糸を引き、桃花はたまらない気持ちになった。

　なぜかじゅんと、下肢が痺れる。

　しばらくは夢中になって互いの唇を貪っていたが、突如として義人が口づけをほどいた。

「？」

　なんでこんなにも気持ちいいことをやめてしまうのだろうと、桃花が義人を見上げた。

　桃花の顔はすっかりとろけており、目の焦点は合っておらず、ぼんやりとしている。

　義人は桃花と距離を取りながら、理性を総動員させていた。

「そんな顔で煽るなよ。――次は、とても我慢なんかできそうもないからな」

　それだけ言うと、義人は足早にオフィスを出て行ってしまう。

「…………」

　残された桃花はひとり、放心していた。

（煽るって、煽るって……ていうか、なんか……これって、東郷くんの勝ち逃げ――？）

　妙な対抗心が沸き上がり、次こそは――！　と、なんのためかわからない気合いを入れるのであった。










　翌朝、出社した桃花は、いままでにないぐらい義人を意識していた。

（なんでこんなに東郷くんが気になるんだろう？　やっぱり昨日のせい？）

　昨日、義人からよくわからない感情に持ち込まれた桃花は、自分の気持ちが気になって仕方ない。

（自分のことなのにどうしたらいいかわからないなんて……）

　しかしひとつだけ確かなことがあった。

　それは昨日の続きを望んでいるということだ。

（特別自分がエッチなわけじゃないのに、あの先どうなるのか――）

　想像しただけで身体が火照ってくる。

　じんわりと、足の間が湿っている気がする。

（そんなこと考えている場合じゃない。まずは仕事しなくちゃ！）

　そうしてようやくエッチな妄想を頭の隅に追いやって、仕事に集中し始めた。

　ひたすらパソコンのキーを叩く桃花に、隣から声がかかった。もちろん義人だ。

「おい、一ノ瀬。小泉建設のヤツ、これでいいか」

「ほ、本当に!?　速いよ……」

　一瞬ドキリとしたけれど、そんな場合ではない。

　また負けたと、胸中で嘆く桃花。

　今回は小泉建設という大企業がクライアントのため、大規模の予算をかけて、イベント開催、店頭でのプロモーションなどをすることができる。

　だから桃花と義人は、世の中へ影響力を発揮しているとより実感できることにやりがいを感じられていた。

　またこの職種はクライアントのみならず、各業界の有識者、媒体関係者、制作会社など、多くの業界や業種のひとと関わることができる。

　ゆえに常にさまざまな業界の最新トレンドに触れることが可能なのだ。

　桃花も義人も、そんな環境に身を置けることに心底誇りを持っていた。

「一ノ瀬が終わったら、会議室で擦り合わせだな」

「っ!?　そ、そうだね……ははっ」

　思わず動揺して目を泳がせる桃花を、義人は不思議そうに見つめる。

（それは、こ、今夜も残業ってことだよね!?　まさか昨日の続き――）

　きゃー！　と、顔を真っ赤にする桃花。

　仕事もおろそかに百面相する桃花が面白くて、義人はしばらく彼女を眺めていた。
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　義人は一足早く総務部に赴き、会議室のひとつを確保した。

　いまごろは桃花が資料作りに精を出しているから、代わりに自分が仕事環境を整えておこうと思ったのだ。

　夜だからか、意外に会議室はどこも空いていたので、一番端の防音が効いた部屋を選ぶ。

　何か下心があるわけではなかったのだが、なんとかくほかからは聞こえないほうがいいと考えていた。

　これは重大なプロジェクトだから……の、つもりなのだが。

（……くそ、俺は仕事中に何を考えているんだ！）

　仕事もいつも通りすばやく、そしてそつなくこなし、今日も〝いつもの東郷義人〟をうまく演じられたはずだ。

　一番動揺をばらしたくない桃花が気づいていなければ、それでいいと思っていたが、やはり社内で不穏な噂が立つのは好ましくない。

（入社したときからだ……毎日のようにケンカばかりなのに、なんでアイツのことがこんなにも気になるんだろう？）

　あんななんにも特徴のない女、別にタイプでもなんでもないのに――。

　さらに悪いことに、桃花のことを考えれば考えるほど、下半身が無意識のうちに反応してしまうのである。

　昨晩は本当にやばかったと、いまさらながら自分を律した。

（今夜は仕事だ、仕事。よこしまなことは絶対に考えるなよ、俺！）

　自分にそう言い聞かせると、義人は仕事モードに頭を切り替えて、営業部のオフィスに戻っていった。
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　夜の会議室では、さっそくふたりが仕事の方向性について揉めていた。

　周囲に誰かいたら「またか……」と呆れた声が聞こえてきそうだが、幸か不幸かいまはふたりきりだし、会議室は防音が効いているので外からはわからない。

　今日の桃花は、義人とふたりでいると、恥ずかし過ぎて穴があったら入りたい気分になってばかりだったが、今は仕事で対立しているからか、そんな気は微塵も起きなかった。

　クライアント企業――つまり小泉建設の目的や予算に応じて、どんなコンセプトで広告を作るか、どんなメディアに広告を出すか、どうすれば成果が最大化できるかといったマーケティング戦略や企画を立案しなくてはならないのだが、いまいち桃花の意向と義人の意向が噛み合わない。

「なるべく早く、制作会社や配信先の確保に取りかからなければならないんだ。うまく折り合いをつけないと――」

「ええ。制作会社に依頼するにも、タレントのキャスティングをするにも、揉めている時間なんかないってことぐらい、私だってわかっているわよ」

「なら、いい加減、意地張ってないで折れろよ」

「っ!?」

　義人の何気ない言葉にかっとなり、桃花はついどなっていた。

「どうして!?　なんでいつも私の案を通してくれないの？　私だって一生懸命やっているじゃない！」

　すると義人は大仰にため息をつく。

「俺たち営業の一番大事なことはなんだか言ってみろよ」

「え……？　それは――」

（たくさんあるけれど、まずはこれしかないよね）

「契約を取ってくること？」

「その通り」

　義人は若干偉そうに振る舞い、桃花に向けて言葉を継いだ。

「だからといって契約を取ったら終わり、っていうわけにはいかないんだ。クライアントの目的や意図を、きちんと汲み取った広告を作らなければならない。つまり営業と言えど、もっと大きな視点から物事を見なければならないんだ」

「…………」

　桃花は打ちひしがれたように沈黙してしまう。

（東郷くんの言うことは正しい。だから彼は契約を一番取ってくるんだ。表面だけ営業しようとする私とは、まったく違う視野から見ているから……）

　そうしてしゅんとしてしまった桃花に、ふいに義人が言った。

「昨日の、忘れていないよな？」

「？」

　さっぱり思い出せず、一瞬だけきょとんとしてしまったが、ここで「忘れた」などと言えば、さらにバカにされることは目に見えている。

　ゆえに、とっさに嘘を口走った。

「わ、忘れるわけがないじゃない」

「そうか。覚悟したわけだな」

「ええ、もちろん！」

　言いつつも、胸中ではいったいなんのことだろうと桃花は思考を巡らせた。

「そ、それで、どうするの？」

　さりげなく内容を聞き出そうとするも、なぜか義人が距離を詰めてきた。

「？　東郷くん……？」

　呼気が混じり合うぐらい近くに、義人がいる。

　桃花の胸は、自然と高鳴っていく。

（も、もしかして、これって――昨日の続き!?）

　しかし気づいたときには、時すでに遅し……義人は前触れなく桃花に唇を重ねてきた。

「んんっ!?　むう!?」

　驚きに声を上げようとするも、口が塞がれているのでくぐもったものになる。

　義人は桃花の舌を唾液ごとじゅっと吸い、自らの唾液を送り込んだ。

　混ざり合ったそれらが口角からこぼれて、煽情的に顎に向かって流れていく。

「んふぅ、う、ううっ」

　慣れないキスはやはり息苦しくて、やめてほしいという意思表示に義人の胸元をばんばんと叩いた。

　しかし義人のほうは桃花が興奮していると思ったのか、より舌を奥に入れ、口腔内を蹂躙する。

　くちゅ、ぴちゃっといういやらしい音が、会議室に響いた。

　桃花は力づくで義人を押し、なんとか言葉が出せるぐらいの隙間を開ける。

「ダ、ダメっ……こんなところで――誰かに見られたら、私たち、クビだわ」

　しかし義人はまったく動じてないようだ。

　くくっと、喉で笑ってみせる。

「大丈夫。それも見越して、ちゃんとホワイトボードに書いてきたから。小泉建設の案件は大きいから、失敗は許されない。ならはふたりきりの作戦会議は必要だろう？」

　その台詞に、桃花は呆れてしまう。

「それなら本当に作戦会議しないと……仕事が取れなかったらどうする気なの？」

「それは百パーないね」

　簡単に言い切る義人に、桃花は唖然とする。

「……すっごい自信ですこと」

「だって、お前がいるから」

「え――」

　意外な言葉に、桃花は顔を赤くした。

　義人は先を続ける。

「俺たちは入社当時から、ずっと組んで仕事してきた。何十件も契約を取って、会社に貢献してきたんだ。いまさら失敗する道理なんてねえよ」

「……東郷くん」

　自然と瞳を潤ませていると、義人が桃花の頭をぐしゃぐしゃとかき混ぜた。

「それ」

「え？」

「いい加減、他人行儀な呼び方はよせよ」

「あ……」

　そう言えば義人は桃花のことを苗字で呼び捨てるが、桃花は未だに入社当時と同様、〝東郷くん〟と呼んでいる。

「え、えっと……東郷？」

　しかし義人は腕を組み、「うーん」と唸った。

「え、なんか変かな？」

「変ではないけど、物足りねえ」

「じゃ、じゃあ――」

　それにはかなりの勇気を出さなければならなかったが、いましかこんなチャンスはないと、頬を朱に染めながら、がんばってそれを口にする。

「よ、義人？」

　すると義人はにっこりと笑い、ぎゅっと桃花を抱き締めてきた。

　とくん、とくんと、義人の心臓の音が聞こえ、義人と同じ時間を刻んでいるのだと、桃花はなんだか感慨深くなる。

　逞しい腕に抱き留められ、うっとりとしていると、頭の上から声がかかった。

「桃花、いいか？」

「っ!?」

　いいか？　が指す意味よりも、義人に唐突に名前を呼び捨てされたことのほうに衝撃を受ける。

「あ、あのっ」

　必死に上を向くと、自然と涙目になっていたのか、義人が心配してきた。

「やっぱりいやか？」

　なぜかちょっとばかりがっかりしているらしい義人に、桃花は興奮気味に素直な気持ちを告げる。

「も、桃花って、桃花って呼んでくれた！」

「え、ああ……そこ？」

　苦笑しつつも、義人はもう一度その名を口にした。

「桃花」

「義人……うれしい、うれしいよお……っ」

「そんなことぐらいで――」

　半ば呆れる義人だったが、桃花にとっては瞳を潤ませてまで喜ぶことなのだろうと、ようやく解釈してくれたらしい。

　咳払いをすると、再度先ほどの問いを繰り返した。

「それで……桃花、いいか？　もう我慢できそうにないんだ」

　その意味に思考が追いついた桃花は、瞬時に羞恥に頬を染める。

「ほ、本当に……？　こ、こんなところで――」

　ふたりきりの会議室。

　部屋の中にはホワイトボード、長机、椅子が並べてあるだけだ。

　壁にかかった時計は、そろそろ二十二時を指そうとしている。

「無論だ」

　間断なく頷く義人。

　桃花にはもう従うほか選択肢はなかった。

　覚悟を決めてじっとしていると、桃花の両肩に手を置き、義人がキスしてくる。

　優しく唇を重ね、それからゆっくりと口腔内に舌を入れていく。

「んん……ふ、ぁ……」

　自然と漏れ出る甘い声を奪い取るように、じゅっと音を立てて桃花の舌を吸う義人。

　舌の擦れる感覚が気持ちよくて、何度も何度も絡め、求め合った。

「ずいぶん大胆になったもんだな、桃花」

「そ、そんなこと――っ」

　否定したいのに、身体は素直だ。

　義人のキスが心地よくて、いっこうにやめられず、むしろもっともっととねだってしまう。

「もっと舌を伸ばして」

「ひゃ、ひゃい」

　仕事以外ならば、命令されるのも悪い気はしない。

　最大限伸ばした桃花の舌を、同じく最大限伸ばした義人の舌がつついてくる。

　ちろちろと動かされ、くすぐられているだけで、お腹の奥がきゅんと痺れた。

　桃花が股間の違和感にもじもじと足を擦り合わせていると、義人は目ざとくそれに気づく。

「どうした、桃花？　つらいのか？」

「んっ……そ、そんなこと――」

　恥ずかし過ぎて正直に言えず、なんでもないふりをした。

　けれど義人にはお見通しで、いったん椅子から立ち上がると、桃花を抱き上げる。

　ぎょっとしたのは桃花だ。

「えっ!?　ちょ、ちょっと、私、重いから……!!」

　必死で訴えるも、義人は桃花を長机のほうに座らせた。

　目線が合い、ドキドキする桃花。

（これからいったい、何が始まるんだろう……？）

　怖い気がするけれど、身体のうちから湧き上がる好奇心には勝てそうになかった。

（とっても素敵なことのような気がしてしまう……）

　義人は桃花の長い髪の毛を耳にかけると、無防備になった耳朶に口をつける。

「ひぁん!?」

　思わず素っ頓狂な声が漏れ出るも、義人に気にした様子はない。

　それどころか、ますます舌を這わせて、桃花の耳を隅々まで舐めていった。

「や、耳ぃ……ダメ、ダメぇ……！」

　びくびくと身体を震わせていると、義人が意地悪い質問をしてきた。

「耳がダメなら、どこがいいんだ？」

「どこって……えっと――」

「ここかな？」

「あっ!?」

　次は首筋を舐められ、くすぐったさと快感に跳び上がる。

「桃花、お前は本当にいい匂いがする」

「よ、義人……っ」

（義人こそいい匂いがするけど、とても言えそうにない……！）

　快感に耐えきれず、義人のスーツの襟を握る桃花。

「いいんだよ。そのまま受け取ってくれ」

「で、でもぉ……」

　義人が首筋を念入りに舐めるものだから、桃花の身体はぞくぞくと震えた。

「あ、あっ、それ以上は……ぁ」

　桃花が切ない声を上げたところで、義人は彼女の胸に手で触れる。

「ひ、ひん!?」

　そこは服の上からもわかるほど張り詰め、先端が主張するよう尖っていた。

　硬くなった頂を指先でこりこりいじると、桃花は耐えきれずうしろに仰け反る。

「あ、あっ、そこはぁっ」

「気持ちいいのかい？　教えて、桃花」

　どうやら義人は、いちいち桃花に感想を言わせるのが好きらしい。

「う、うん……うん、で、でも、もっと――」

　つい最後に本音がこぼれてしまい、ぱっと口元を慌てて押さえるも、義人は期待に応えようと桃花の衣服を脱がせ始めた。

「や、やあっ、こんなところ、誰かに見られたら……！」

「会議中だから誰も来ないけど、気になるなら途中までにしようか」

「え――」

　すると義人は桃花のスーツとブラウスのボタンを外す。

　そこからかわいらしいピンク色のレースのブラジャーが覗いており、へその傍のホクロも見つけられた。

「桃花、セクシーだよ」

　うっとりするように義人が言う。

　けれど桃花は申し訳なさそうに首を横に振った。

「私の胸はあまり大きくないし……義人、きっとがっかりするわ」

「何言っているんだよ」

　はあっと呆れ気味にため息をつくと、義人はためらうことなく桃花の小さな胸の谷間に顔をうずめる。

「ちょっ――息、そんなところにかけないでぇ……熱い、熱いよぉ」

「すぐだから、桃花。すぐだ」

　義人はそう宥めながら、手をうしろに回し、ブラジャーのホックを外した。

　ぽろりと桃花の乳房がこぼれ落ち、義人の前にぷるりとふたつの山が現れる。

「やっ、恥ずかしい！」

　とっさに腕を交差させて、桃花は胸を隠そうとする。

　義人はそれをやんわりと止め、腕を解き、桃花の胸にかぶりついた。

「ひぁあっ、あんっ」

　桃花の胸はおそらくＢカップぐらいだったが、手の平サイズでちょうどいいと、義人は思っている。

　左側の乳房を舌で舐めながら、右側の乳房を手で揉みしだく。

「んぅっ、あ、あんっ、や、ダメぇ」

　会議室にもかかわらず、桃花は溜まらず嬌声を上げていた。

　そのかわいらしい声がもっと聞きたくて、義人はさらに胸を攻めていく。

　すでに硬くなっていた先端を人差し指と親指でくりくりと摘まむと、桃花の口からは悲鳴に似た叫び声が迸った。

「きゃぁぁん!!」

　さらに先端を口に含み、ちゅうっと音を立てて吸うと、桃花ががくがくと腰を揺らし始めたのである。

「義人……ど、どうしよう、気持ちいい、こんなに気持ちいいの、初めてっ」

　桃花は泣きそうに目を潤ませる。

　義人は微笑んだ。

「いいんだよ。いまだけは気持ちに正直になって」

「で、でも――」

　なぜか言い淀む桃花。

　義人は不思議そうに首を傾げた。

「どうした？　まだ怖いか？」

　それには即座にぶんぶんと手を振り、桃花は否定する。

「そ、そうじゃなくて、さっきから、さっきから――」

　もじもじと足を擦り合わせる様子を見て、義人はぴんと閃いた。

「そうか、下のほうが苦しいんだね」

「え――」

「片足、上げてくれる？」

「か、片足を!?　そ、そんな――!?」

　義人は桃花に、これ以上恥ずかしい体勢を取れというのだろうか。

　だけどこのむずむず感は止められそうにない。

「……っ」

　桃花は顔を背けながらも、言われた通り右足を長机の上に上げて広げた。

　すると当然、ストッキング越しにスカートの中が丸見えになった。

　ピンクのレースが付いたショーツにも、気づかれてしまっていることだろう。

　恥ずかしくて恥ずかしくて目をつぶっていたら、急な快感に甘い声が漏れる。

「ああん！」

　慌てて目を開けると、義人がストッキングを脱がせショーツの上から股間に手を滑らせていたのだった。

「そ、そんなところ、ダメ、き、汚いわっ」

「桃花に汚いところなんてないよ」

　義人は微笑むと、ショーツのクロッチの横から指を差し入れ、じかに桃花の秘部を触ってきた。

「ひ、ひぁっ、あああ！」

　布越しと生とでは段違いに気持ちよさが違うのだと、桃花はこのとき初めて知ることになる。

　恥ずかしいのに、もっと触ってほしくて、くねくねと腰を動かしてしまう。

「もうこんなになってるよ」

　とろりとした液体に濡れた手を見せる義人。

　苦笑するように言われたものだから、桃花が不思議そうな顔をする。

「そ、それ……」

「うん、桃花の愛液だよ」

「愛液？」

「そう、男のひとを受け入れるための潤滑油のことさ」

　義人はそう言うと、自らのズボンのチャックを下げた。

　ぎょっとする桃花。

「えっ、な、なんで、だって、も、もう――？」

　動揺する桃花に覆い被さるよう、長机に手を置き、その唇を奪う。

「すまない、桃花。俺はもう、我慢できそうにない」

　それに――と、義人は話を続けた。

「桃花のここはもうとろとろだから、大丈夫だと思うんだ」

「…………」

　緊張と興奮、そしてどんなことよりも勝る好奇心から何も言えないでいると、下肢を完全に寛げた義人が長机に桃花を寝かせ、その上に重なってくる。

「い、痛い？」

　おそるおそる聞くと、義人は「わからない」と答えた。

　処女の初セックスの痛みはひとそれぞれだと聞いたことがあるが、自分と義人の場合はどうなのだろう。

（セックスでも仕事と同様にベストパートナーだったりして？）

　なんてことを呑気に考えていたら、真剣な顔で義人が言った。

「だけど、必ず優しくするって誓うから。いやなら絶対にそこでやめる」

「う、うん……」

　義人の愛情に感激しながら、下着を脱ぎ去り、自ら義人の背中に腕を回す。

　義人もまた桃花の足の間に身体を入れ、局部を秘密の花園へと近づけた。

「いくぞ？」

　最後の確認をする義人。

　桃花は迷わずにこくりと頷いた。

「よし……」

　義人はゆっくりと腰を押し進め始めた。

　ず、ずずっと、太く長い義人の陰茎が、桃花の陰部へ飲み込まれていく。

「あ、ああ、あああっ」

　みちみちと隘路を広げられ、処女膜が突き破られる。

　つきりとする痛みに襲われるも、それ以上にひとつになれた悦び――充足感のほうが大きかった。

「ああ、義人、義人っ」

「桃花、もう少し、もう少しだ――！」

　義人の陰茎は長い。すべて入りきるまでには、もう少し桃花の我慢が必要だった。

　やがてずんっと、義人のモノが根本まで呑み込まれる。

「……っ」」

　はあはあと、互いに肩で息をしながら、ふたりは顔を見合わせた。

　桃花は潤んだ瞳で義人を見上げている。

　義人は汗まみれの顔で、桃花の頬を撫でた。

　すると桃花の瞳から、一筋の涙がこぼれ落ちる。

「うれしい……義人。セックスって、こんなに感動することなんだね」

「そうだよ、桃花。相手が君だから、余計に俺は――」

　くっと、切なげに眉を下げる義人。

「ど、どうしたの？」

　気を遣って桃花が聞くも、彼は照れたように首を横に振るだけだ。

「なんでもない。これは男の性だから」

「どういうこと？　秘密はいやだよ」

「や、秘密っていうか――」

　焦る義人。

　教えてほしいとせがむ半裸の桃花に、義人は屈するしかない。

「い、いや……ほら、男は、出さないと、けっこうキツイんだよ」

　羞恥心に顔を背ける義人の頬に、そっと手を伸ばす桃花。

「いいよ、動いて？」

「だ、だが――」

　義人はなぜかためらっている。

「私は構わないわ、あなたが楽になるのなら……」

「それはうれしいが、初めてのときはきっと痛いだろうから」

「……!?」

　桃花は義人の気遣いに、さらに感動した。

（普通、エッチでここまで女性側のことを考えてくれる男性っているの？）

　雑誌や友人などから聞きかじってきた情報では、男は自分だけが溜まったものを出せればそれでいいという不届き者が多いらしい。

　だけど、桃花は義人のことは信じることができた。

「義人……きて？　じゃないと、あなたの負けになるわよ」

「ま、負けって、お前……」

　こんなときにまで勝負事を持ち出す桃花に、すっかり呆れる義人。

「私の要望を叶えられないなら、負けは負けだもの。さあ、どうするの？」

「桃花――」

　桃花の言葉が効いたのか、根っからの勝負師の魂が疼いたのかはわからない。

　でもとにかくゆっくりと、本当にゆっくりと義人は腰を動かし始める。

「んぅ!?」

　すぐさま過剰に反応する桃花に、義人は慌ててやめようとするが、とうの桃花が義人を足でがっちりと押さえ込んでいるので離れることができなかった。

　無意識で離れたくないと、桃花は思っていたのだった。

「い、いいの！　続けて、お願いっ」

　涙目になりながらも、桃花が懇願するように言った。

　せめて桃花の痛みが少しでも緩和されるよう、キスしたり胸を触ったりしながら、ずっ、ずっ、と己の肉棒を緩慢な動作で出し入れする義人。

「あ、んんぅ、あっ、は、ああっ」

　最初こそちりちりとした痛みが伴ったが、義人が動くたびに霧散していき、かすかな快感を得るようになっていた。

「すごい、すごいのぉ……！」

「違う、お前がすごいんだ。桃花。お前の身体だから俺は――っ」

　お互いが興奮に浮かされて、抽挿が速くなっていく。

　ふたりの性器が合わさった結合部からは、ぐちゅん、ずちゅんと粘ついた水音が響いていた。

　会議室の中で反響し、耳まで犯されている気になってくる。

（こんなエッチな残業しているなんて、信じられない――！）

　だけどその背徳感は、快感のスパイスにしかならなかった。

　義人のモノが中を穿つたび、愛液がどぷり、どぷりと溢れる。

　長机の上はもう、ふたりの汗と体液にまみれていた。

　それでも獣のような交わりは終わりそうにない。

　義人が桃花の足を持ち上げて、さらに深く挿入する。

「んああ！　そこ、そこぉっ」

「ここだろう？」

「う、ん！　あ、あん、あん！」

　仕事でベストパートナーのふたりは、最初に想像したように、どうやらセックスでもベストパートナーらしい。

　お互いの気持ちいい場所を瞬時に把握して、その性感帯を攻めていく。

　仰向けになっている桃花もまた、ただ喘いでいるわけではなく、手が届くところならすべて、義人に触れていた。

　頬、首筋、鎖骨、乳首、割れた腹筋――義人の身体のどこもが、いとおしい。

（汗をかいているせいで、肌が濡れて滑って、それがすごく蠱惑的に思えてしまう……）

　何度も何度も義人の剛直が桃花を貫くたびに、身体の奥の奥がじんわりと熱くなり、とめどない炎となって燃え上がる。

「お、奥っ、奥っ……あ、そ、そこ――ダメぇ、ダメ！」

「奥がいいのか、桃花？」

　はあはあと肩で息をしながら、義人が聞いてきた。

　まるで夢の中にいるかのように気持ちがふわふわしている桃花は、ただこくこくと頭を上下に振ることしかできない。

　義人がぐいっと腰を入れ、思い切り激しく桃花の花筒をえぐる。

「きゃ、あ、ああ、そこ、もう、もう、なんかきちゃう、きちゃう!!」

　尿意に似た何かが、身体の奥からせり上がってきていた。

（こんな体験、初めて……!?　私の中で、いったい何が起こっているの!?）

「怖い、怖いよぉ……義人、義人、傍にいて、傍に――！」

　義人が桃花を安心させるよう、上から抱き締めてくる。

「何も怖いことなんかないだろう？　俺が傍にいる。それにその感覚は、絶頂に達する前のサインだ」

「ぜ、絶頂……？」

「そうだ。得も言われぬ快感だぜ？」

　茶化すように言うが、とうの義人もまた限界が近いらしい。切羽詰まった顔をしている。

「やばいっ、俺も――いきそうだ……！」

　もう少し速く動いてもいいか？　と、問われ、桃花は即座に頷いた。

　義人のピストン運動が激しくなるにつれて、桃花のうちにある火種はどんどん絶頂を目指して燃え上がっていく。

　それは爆発しそうなほど大きくなっていき、下腹部がきゅんきゅんと痺れた。

「あ、ああっ、も、ダメ、ダメ、これ以上は、もう我慢できない――！」

「俺もだ！　桃花、俺も……!!」

　びくんっと大きく仰け反り、桃花は快感に身を任せる。

　瞬間、義人も自身を膣から引き抜き、桃花の腹に欲望をぶちまけた。

　生温かい体液をかけられたというのに、いやな気持ちはいっさいしなかった。それどころか、満たされている自分に気づく。

（中で出されちゃうのは困るけど、自分の身体が中でほしかったと疼いている……）

　それは女の性で、好きな人を相手にすれば当たり前の感情だったが、桃花はまだ知らない。

　それにしても行為が終わったというのに、いつまでも恍惚としてしまっている。

　初めてのセックスだというのに、ものすごいオーガズムが、桃花を支配していた。

　がくがくと震えていた下肢も、ようやくいま治まってきたところだ。

　隣で長机に突っ伏したままの義人とともに、桃花は絶頂の余韻に浸っていた。

（これが……セックス……）

　セックスの快楽の虜になってしまいそうだと、桃花は予感していた。

















三章　セックスフレンド












　初めてにもかかわらず情熱的なセックスのあと、桃花と義人は乱れた衣服を無言で整えていた。

　正式に愛を告白し合ったカップルならば、今回の行為について感想なり抱負なり、なんらかの話し合いでもするのかもしれないが、残念ながらふたりは正式なカップルではない。自他ともに認めるケンカップルではあるが。

　最高のセックスをしたのに、気まずい沈黙が場を支配している。

　先に勇気を出したのは義人だった。

　スーツを着込んだ義人が、彼に背を向けてスーツのボタンをはめている桃花に向けて口を開く。

「あー……桃――一ノ瀬」

　その呼びかけを、桃花は背中で受け止める。

（ことが終われば、さっそく苗字呼びに戻るのね。男って、聞いてはいたけれど、出すもの出したら淡泊になるんだなあ）

　だから桃花も対抗するように、振り返って彼を苗字で呼んだ。

「東郷くん、なんの話？」

　すると義人はわずかに傷ついた顔をしたが、すぐに百戦錬磨のような表情を繕う。

「これからの俺たちの関係について話しておきたい」

「――――」

（そんなこと言われたら、期待しちゃうじゃない……でもきっと、また私をからかって楽しむ気に違いないわ）

　義人のやり方は、もうよくわかっている。

　何年の付き合いだと思っているのだ。

　未だに私を適当に騙せると、高をくくっているのかもしれない。

（身体を繋げてから、余計に彼が気になってしまう……この気持ちは恋、なのかな。だけど相手が義人なんて考えられない。好きだなんて、認めたくない）

「まず俺の意見なんだが……」

「わかっているわ」

「なんだと？」

「だから、わかっているって」

　桃花がきっぱりと言ったら、義人は期待に顔を輝かせた。

「じゃ、じゃあ、なんだ？　いまさら言わなくても、もう伝わっているのか？」

「もちろん。義人――東郷くんの気持ちなんか、手に取るようよ」

「そっか、なら……」

「私たちは、セックスフレンドってことでしょう？」

　無理やり顔に笑みを貼り付ける。にこにこと、ばかみたいに笑ってみせた。

　しかし義人のほうは愕然としている。二の句も継げないようだった。

（あまりにばっちり正解だったからって、そこまで驚くことないじゃない）

　桃花の想いは複雑だ。

（これで、いいのよね？　真面目に告白して振られて気まずくなるより、身体の繋がりだけでも保っていられれば、半永久的に義人は私のものだもの……）

　この時点で桃花はもう、義人に恋心を抱いていたのかもしれない。けれど本人だけがそれを認めず、気づかないふりをしていた。

　ようやく我に返ったのか、義人が勢い込んで話し始める。

「そ、そうか。そうだよな。これだけ身体の相性のいい相手は、なかなかいないしな！」

「そ、そうよ。初めてなのに絶頂に達せるなんて、相手があなただったからよ」

　ふたりは互いに愛想笑いを浮かべ、無理やり会話を続けていく。

「私たちはセックスフレンドだもの。身体だけの関係。だから、これからも仕事に影響は出ないはずだわ」

「……そうだな」

　なぜかテンションが落ちた義人は、急に生真面目な顔で聞いてきた。

「なあ、本当にセックスフレンドでいいのか？」

「え――」

　一瞬だけ戸惑う桃花だったが、また義人が自分をからかおうとしているのだと思った。

「何よ、いまさら？　いいに決まっているじゃない」

　すると義人はさらに強い口調で言った。

「覚悟はあるのかよ？」

「か、覚悟……？」

　意味不明とばかりに桃花が眉根を寄せると、義人は〝セックスフレンド〟の定義について話し始める。

「セックスフレンドは、セックスだけを楽しむことを目的として交際することなんだぜ？」

「そ、それが何？」

　頑なな桃花を前に、義人は大仰にため息をついた。

「……そっか。お前がそこまで覚悟しているなら、俺はもう何も言わねえよ」

　桃花はきょとんとして義人を見つめる。

（どうしてそんなふうに聞いてきたんだろう？　別の選択肢もあったのかな？）

　義人は桃花から目線を外すと、立ち上がった。

「じゃあ、今日みたいな日はまた頼むな」

「も、もちろん！　いつでも受けて立つんだから」

　ここで義人は、初めて素直に苦笑する。

「はははっ、セックスも勝負かよ。お前らしいな」

　一緒に帰るところを見られたら社内で噂が立ちかねないからと、義人は先に会議室を出て行った。

　桃花は、ひとりぽつねんと残されてしまう。

（はあ……何やっているんだろう、私。素直になるべきだったのかなあ）

　だからと言って、本気の桃花を義人が面倒臭がり、受け入れてもらえなかったら、もう出勤する気力さえなくなる可能性だってある。

　そう考えたあと、自分が義人に好意を抱いていることに気づきはっとした。

（でもこれはきっと、一方通行の恋だから――）

　告白して傍にいられなくなるより、セックスフレンドとして傍にいられたほうが幸せだと、桃花は思うようにしていた。

（それにセックスがあんなに気持ちいいとは思わなかったから……）

　激しく乱れ合ったことが脳裏によみがえり、ぼっと顔から熱が噴き出す桃花。

　義人の前であられもない姿を見せてしまったことを、いまさらながら反省する。

　それでもあの快楽は、何ものにも代えがたいものだと、桃花は思った。

　果たしてそれは相手が義人だったからなのか――その答えはまだ見つかりそうにない。
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　会議室に桃花を残してきた義人は、急いたようにエレベーターに乗り込んだ。ボタンを連打してドアが閉まったところで、ふうと大きなため息をつく。

「セックスフレンドかあ……」

　噛み締めるように呟き、先ほどの桃花との会話を思い出す。

「桃花はそれで、本当にいいんだろうか」

　しかし何度となく撤回できるよう質問を重ねたのに、桃花は頑なに〝セックスフレンドになる〟と言って聞かなかった。

　しかもセックスにまで勝負事を持ち込む気らしい。

「セックスフレンドについて話しても、あの態度だったからな」

　なんだか情けなくなり、くくくっと喉で笑った。

「こんなにも女に振り回される時がくるなんてな」

　どうして桃花が気になるのかと、自問自答してみる。

（仕事では最高のパートナーで、セックスでも最高のパートナーだった。でもあいつは、俺の身体だけが好きなのかもしれない……）

　そう考えると、俄然自信がなくなってくる。

（そりゃあ身体を好かれることはうれしいけど、心から俺のことも好きになってほしいよな）

　しかし桃花の態度を見る限り、道のりは遠そうだ。

（だからって、諦める気は少しもないんだけどね）

　そう決意しながら、義人は退社したのであった。
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　あの会議室での密会以来、桃花と義人は毎日のように身体を重ねるようになった。

　桃花からは恥ずかしくて一度も誘ったことはなかったのだが、義人のほうがいつも誘ってきて、桃花は強引にベッドインさせられる――という毎日を送っていた。

　身体を重ねれば重ねるほど、ふたりはプライベートでも気安くなっていき、ケンカップルらしく揉めつつも、快感を貪り合うということを繰り返している。

　今夜は給料日だからと、義人が奮発して高級ホテルに連れて行くと言ってくれた。

　同じ会社で同じ給料日なので、桃花は半額出すと言ってきかなかったのだが、義人は男らしく譲らない。

　そういうところが好きだと、桃花は密かに思っている。

　だから桃花は、金銭的な部分以外で義人に尽くそうとしていた。

　退社してからふたりは夜の街に繰り出した。いつもは即ベッドインだったから、桃花はつい拍子抜けたものの、明らかに健全なデートの雰囲気にすぐに酔いしれることになる。

　セレクトショップが建ち並ぶエリアを歩いていたら、義人が一軒の店舗に桃花を連れて行った。

（こんな高そうなお店、なんの用だろう？）

　不思議に思いながら付いていくと、そこは有名なアクセサリーショップだった。

「何がいい？」

　唐突に聞かれ、桃花は目が点になる。

「え？」

「え？　じゃなくてさ。桃花は何がほしい？」

「じ、自分のを買いにきたんじゃなかったの？」

　戸惑う桃花に、義人はわずかに照れくさそうな顔をした。

「給料日だって言っただろう？」

「そ、そうだけど、それは私も同じだから――」

「同じ押し問答を繰り返す気か？」

　またもや意味のない喧嘩をしそうになったふたりの元に、店員がやってきた。

「いらっしゃいませ。何をお求めでしょうか？」

「何か記念になるものってないですかね？」

　店員はにこやかに「少々お待ちください」と言って、いったん下がっていく。

　桃花はこっそり、義人に耳打ちした。

「記念って、な、何の？」

「何の？　なんでもいいだろう？　ふたりの記念ってことでさ」

　なぜかしどろもどろな義人に、桃花の頬は自然と紅潮していく。

（ふたりの記念？　私たち、そういう関係ってことでいいのかな？）

　そこが明確にならないからもやもやしてしまうが、いまは記念品をプレゼントしてくれるという義人の気持ちがうれしかったので、桃花は満足していた。

　やがて店員が持ってきたのは、ペアのネックレスだった。

「こちらはふたつ合わせるとハート型になるという、カップルに人気の品です」

「これでいいか？」

　当然のように義人に聞かれ、桃花はこくこくと頷くしかない。

　スマートに会計を済ませてから、義人はふたつに分けられた荷物のうち、ひとつを桃花に渡してきた。

「なくすなよ？」

「あ、ありがとう！」

（ペアのネックレスなんて、本当に恋人同士みたい！　そこまで考えてくれているのかなあ？）

　疑問を解消したい桃花だったが、とりあえずこの関係を壊したくなくて、デートを楽しむことに決めた。

（考えても仕方ないわね。いまはこの幸せな気持ちをなくしたくない）

　ふたりはそれから予定していた高級ホテルに向かい、レストランに入った。

　雰囲気の席に向き合って座り、ディナーを楽しむ。

「おいしいね」

「ああ。このテリーヌ最高だな」

「ね！」

　義人とふたり、目を見交わして会話しながら、次々とコース料理を平らげていく。

　腹が満たされると同時に、桃花の心も最高潮に達していた。

（義人と一緒にいると、本当に楽しい。それに幸せ）

　彼もそう思ってくれているのだろうか？

　口に出せない疑問を読み取ったかのように、義人がふいに呟く。

「やっぱりお前と一緒は落ち着くな」

「っ……!?」

（どこまで本気なんだろう……!?）

　ドキドキする桃花の胸元には、先ほどペアで買ったネックレスが光っていた。義人の目線は、そこに注がれている。

「よく似合ってるよ」

「あ、ありがとう……っ」

　急に恥ずかしくなって義人の顔が見られなくなる桃花の前で、義人もまた自分のほうのネックレスを取り出した。

「まさかこの年になって、こんなことするなんて俺も思わなかった。これも相手がお前だから――」

「え？」

　ぼそりと言われたので聞き取れず、桃花が聞き返す。

　義人はばつが悪そうに、首を横に振った。

「なんでもない。さあ、行くぞ？」

　席を立つ義人のあとを、桃花は慌てて追った。

　最後は最上階の眺めのいいラウンジでお酒を楽しんだ。

（なんてロマンチックなんだろう……！）

　ライトアップされた東京タワーを中心とした都会の夜景を楽しんでいると、ふいに隣に座る義人が、こちらに向かって手を伸ばしてきた。

「っ!?」

　思わずドキッとするが、義人は桃花の手を握って離さない。

　そっと義人を窺うも、彼は景色に目を向けたまま、桃花を見ようともしない。

「…………」

　だけど、なんだかそれだけで幸せだった。

　指を絡ませた温かい義人の手は、とても安心する。繋いでいるだけなのに、守られているような気になってしまう。

（私たちの関係、本当にこのままでいいのかな？）

　前々から思っていた疑問が、またもや頭の中に浮かぶ。

「……あの、義人」

　彼の名を呼ぶと、義人は振り向いてくれた。

　自然と潤んだ瞳でじっと見つめていると、義人が目元を和ませる。

「気持ちはわかっているよ、桃花」

「義人――」

（本当に？　本当に、これからは普通の恋人同士になれるのかな？）

　しかし桃花の考えは見事にかすりもしなかった。

「早く部屋に行きたいんだろう？」

「えっ……」

　思わず目が点になるも、義人は興奮してきているらしい。足の間が、やや盛り上がっていることに気づいてしまう。

　そうではないと言えればいいのに、義人とのセックスに夢中な桃花は、結局は頷くことで答えとするしかなかった。










　ホテルの部屋の鍵を開けて、急いたように中に入るや否や、桃花と義人は互いに口を吸い合った。

「んぅっ、ふ、うっ、んんっ」

「ああ、桃花っ……ずっとキスしたくて仕方なかった」

「よ、義人っ」

　義人は桃花をドアに押し付けて、逃がさないよう両腕で彼女を閉じ込める。

　口づけを深くしながら、義人の手が桃花の衣服を脱がしていく。

「あんっ、や……こんなところで、ベッドに――んぅっ」

　桃花が言いかけるも、義人が唇を重ねて言葉を奪った。

　口腔内に吐息を吹きかけながら、義人はこぼれ出た乳房の先端にかぶりつく。こりこりとした弾力を持つ乳首を唇で挟むと、じゅっと音を立てて吸った。

「あぅっ、ん、そこぉ……吸っちゃ、いやぁ」

　いやいやするけれど、本当にいやなわけではないことを、義人も知っている。だから彼は下へ下へと、段々としゃがんでいった。

　桃花のスカートをめくり上げると、ストッキングを迷わず破る。

「ああん！」

　衣服の一部をぞんざいに扱われたというのに、より興奮が煽られた。

「スカート、持っていられる？」

　股間より下から義人に尋ねられ、桃花は素直に頷く。

　それから自分でスカートを持ち上げると、足の間に義人が入り込んできた。

　義人はまず、白いフリルが付いたショーツの上から秘部を舐める。

「あ、ああっ、そこは――！」

　ショーツは義人が舐める前に、とうに湿っていたらしい。いやらしいシミが見えた。

「もうこんなにして……」

　くくっと、義人が喉で笑う。

　桃花は恥ずかしくなったが、もう慣れたことだったので、軽く反撃に出る。

「それなら義人のはどうなの？　もう硬くなっているんでしょう？」

　すると義人は「うっ」と言葉に詰まった。

「俺のことはいいから――」

　そうごまかし、桃花の秘部への愛撫に戻る。

　ぜんぜんよくない！　私の勝ち！　という桃花だったが、舌先でつんと尖った淫芽を舐められて、びくびくと身体を揺らしていた。

「ダメ、そこ、ダメっ……んんっ」

　快感を我慢しようとするも、義人がひたすら攻めてくるので、どうしても喘いでしまう。

「ショーツ、脱がすよ」

　桃花の答えを聞かないまま、義人は彼女のショーツを下ろした。そこはもうびしょ濡れで、つうっと透明な糸を引いている。

「エロいよ、桃花」

「んっ……義人ぉ、お願い、もっと――」

　義人は桃花の希望通り、片足を自分の肩にかけると、割れ目に舌を這わせる。

　ぐしゃぐしゃに濡れた花園からは、愛液がとめどなく溢れてきた。

「桃花、お前はどこも、本当に甘いな」

「んんっ、そんなこと、言わないでぇ……！」

　主張し始めた小さな豆を、義人が吸う。

　たったそれだけで、じいんと下肢が痺れた。

「ああ、あっ、気持ちいい、気持ちいいよぉ」

　目に涙を溜めながら、桃花が泣きそうに叫ぶ。

　義人は舐めながら、さらに指を二本、桃花の秘孔に入れてきた。

「あううっ！　きついのっ……それ、やっ、奥、奥がぁ……!!」

「わかっているよ、桃花はここが好きなんだもんね」

　うれしそうに言いながら、義人は中に入れた指を鉤状にして、桃花のＧスポットを攻める。

　ぐちゅぐちゅといういやらしい音とともに、奥深くから愛液が溢れ出てきた。

　義人が手を引き抜くと、手首にまで膣分泌液が伝っている。

　文句を言ったのは、しかし桃花のほうだ。

「な、なんでやめちゃうの？　いきそうだったのにっ……」

「だからだよ」

　にやりと、義人が意地悪く笑う。

　桃花はかあっと頬を朱に染め、「またか……！」と心の中で叫んだ。

　義人とセックスフレンド関係になってから、何度も身体を重ねてきた。しかしそこにはある種のルールがあって、簡単にはいかせてもらえない。それはもちろん義人も同じだ。

　絶頂に達するために、毎回淫靡な攻防が繰り広げられているのだった。

　実にケンカップルらしいセックスであると、ふたりはともに思っている。それが決していやなわけではなく、快感のスパイスになっているのだから驚きだ。

「じゃあ……今日は、これかな」

　そうして横の棚に置いた鞄から、義人はなんとピンクローターを取り出した。

　ピンク色をしていたが、それは男の象徴を模しており、先端は反り返っている。

「えっ……これを、使うの？」

　わずかに怯える桃花に、義人は楽しそうに頷く。

「そう。たまには大人の玩具も燃えるだろう？」

「で、でも……」

　大人の玩具なんか使ったことのない桃花は戸惑うも、義人は構うことなく電源を入れた。

　ブウウン！　と、ピンクローターが音を立てて小刻みに揺れ始める。

　ドキドキしている桃花の秘所に、義人はピンクローターの先端をあてがった。

「あ!?　あ、あっ、何これぇっ!!」

　桃花が困惑する中、義人は体内にゆっくりとそれを挿入していった。

　次第に音はくぐもり、ピンクローターは桃花の内側でぶるぶると震えている。

「やんっ、こ、これ、取って！　お願い、こんなの、いやあ！」

　恍惚とした表情で桃花を見上げながら、義人が問いかけた。

「これはいやなのかい？　でも、どんどん溢れてくるぞ？　エロ過ぎて見た目もたまらない……っ」

　ピンクローターでよがる桃花に、すっかり夢中の義人。

「あ、あんっ、い、いやなわけじゃなくて――ち、違うのっ」

　桃花は首を振っていやいやしつつ、身悶えている。

「？」

　どういう意味だろうと首を傾げる義人に、桃花は素直に言った。

「だって、これ……本物じゃ、ないから――」

「本物？」

　半ば泣きそうに、桃花は頷く。

「義人の、義人のが、ほしい、それがほしいのっ」

　顔を真っ赤にして正直になったら、義人は心底うれしそうに笑った。

（素直になったら、義人はもっと私のこと、好きになってくれるのかな？）

「わかった」

　それだけ言うと、義人は唐突に桃花の中からずるりとピンクローターを引き抜く。それは愛液にまみれ、てらてらと濡れ光っていた。

　急な虚脱感に襲われ、玄関にもかかわらず、桃花は座り込んでしまう。

「桃花、大丈夫か？」

「え、ええ……でももう下半身がぐちゃぐちゃで――お風呂に入りたいわ」

「風呂か」

　短く呟くも、義人の中には閃くものがあったらしい。

　にやにやしている彼に、桃花は危機感を覚えた。

（まさかお風呂でもエッチなことを企んでいる気なんじゃあ……？）

　そしてそれは、現実のものとなる。










　高級ホテルのバスタブは、ふたりで入っても余るほど大きい。

　桃花は念のため、大事なハートのネックレスを外してから風呂場に入った。

　泡風呂にしたバスタブに桃花と義人は、向かい合って座り、互いに泡を吹きかけてはしゃいでいた。

「きゃあ！　顔はやめてよ！」

　桃花が泡を吹き返すと、見事に義人の顔に命中する。

「桃花こそ！　これじゃあ、何も見えないぜ？」

「何も？」

　意味深に聞き返すと、手で泡を払おうとしている義人が目に入った。しかし手にも泡が付いているせいで、うまくいかないらしい。

「…………」

　桃花はこれはチャンスだとばかりに、そろりとお湯の中に手を沈め、義人のほうへ這わせていく。

（こ、この辺かな？）

　お湯の中が見えないのは同じ条件だったが、桃花は見事に義人の局部を見つけ出した。

　それはすでに太く長く、硬く、腹に付きそうなほど反り返っている。

「う、うぁっ!?」

　義人の分身に触れたら、彼は跳び上がらんばかりに驚いた。

「ちょっ、タイム！　タイム！」

　突然のことにタイムを要求する義人だったが、桃花はそれを許さない。

「さっきあれで散々いじめられたんだもの。お返しをしなきゃ気が済まないわ。どっちが先に音を上げるか、勝負よ！」

「だ、だからってこれは――んんっ」

　懸命に声を押し殺してはいたが、義人は相当感じているらしい。触れば触るほど、より硬度が増し、膨張していく。

「すごい……すごいわ、義人。これが、いつも私の中に入っているなんて――」

　ごくりと、思わず固唾を呑む桃花。

「そ、そうだよ」

　快楽をこらえるよう眉根を寄せながら、義人のほうも手を伸ばして桃花の乳房に触れた。

「あ、あん！　や、やめ……いまは、義人が気持ちよくなる番だわ」

　しかし義人は否定を表すよう、首を横に振る。

「何言っているんだ。勝負なんだろう？　ふたりで気持ちよくなったっていいじゃないか？」

「よ、義人……っ」

　潤んだ瞳で義人を見つめていると、彼の顔が近づいてきた。

「ん――」

　唇を重ねただけの口づけをされ、桃花はそれをロマンチックに感じていた。

（義人は欲望を満たす目的だけじゃない。本気で私を大切にしてくれている……！）

　それならば、義人も桃花のことが好きなのだろうか。

「義人……」

「桃花」

　名を呼び合い、泡だらけの湯の中で抱き合う。

　義人はそのまま桃花を抱え上げ、自らの上に乗せた。

　臀部に硬いものが当たっており、桃花はそれがほしくてほしくて仕方なくなっていた。

「……いい？」

　自分から我慢できなくて、そうねだったら、義人はくくっと笑う。

「今日は俺の勝ちってことだな」

「――!?」

　ぐっと、悔しさから唇を噛み締めるも、アソコはうずうずして、前言撤回もできそうになかった。

　それがわかっているからか、義人はバスタブの中で足を広げ、桃花が上に乗りやすいようにする。

　バスタブには手すりも付いていたので、そこを利用すれば桃花も動きやすいだろうと、義人は思っていた。

「ジェットバスにするか？」

　ふと思いついたように義人に言われ、桃花はちょっとだけ考えたが、義人に一任することにする。

　義人がバスタブに付いたボタンを押すと、ぼこぼことお湯が噴き上げ始めた。

「マッサージ効果もあるみたいだぜ？」

「マッサージ……」

　つい卑猥なことを考えてしまっていた桃花は、慌てて思考を打ち消した。

　しかしそれは義人に見透かされていたらしい。彼は自分の屹立を持って、桃花の秘部にあてがうと、下から腰を動かす。

「ああっ!?」

　突然剛直が己の中に入り込み、驚くとともに得も言われぬ快感に襲われた。

「うぅん、ああ、下から、気持ちいいっ」

　しばらく腰を下から突き上げていた義人は、桃花に完全に腰を落とすように言う。

　桃花がおそるおそる体重をかけていくと、ず、ずずっと、膣内に肉棒が刺さっていった。

「あ、ああっ、おっきい、おっきいよぉ……気持ちいい、ああ、いいのっ」
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　対面座位のまま、ふたりは互いを攻め合う。

　空いていた唇を合わせ、くちゅくちゅと舌でかき混ぜながら、何度も何度も奥を穿つ。

　奥の一番気持ちいい場所に義人の先端が当たり、子宮が哀しげにきゅんきゅんした。まるで中にぶちまけてほしいとばかりに、愛液をこぼし続けている。

　すると義人が、桃花にささやきかけた。

「桃花、今度は中腰になって立てるか？」

「えっ……う、うん、わかったわ」

　最初こそ戸惑うものの、義人の言うことならばすべて叶えたいと、つい思ってしまう。負けたくないと思いつつも結局従ってしまうのだ。

　いったん肉塊をずるりと引き抜くと、桃花はうしろを向いて尻を突き出し、手すりに掴まった。

「いい眺めだ」

　ニヤニヤする義人に、恥ずかしくなった桃花は早くほしいとばかりに腰を振る。

「こ、このまま放置しちゃ、いや……！　お願い、義人、は、早く――！」

「わかっている、わかっているよ」

　義人はバスタブで膝立ちになり、桃花の尻を掴んだ。そしてぱんぱんに膨れた自身を、桃花の足の間に挟み込む。

「あうっ……」

　淫芽に肉棒が擦れるという、じれじれの快感が桃花を襲った。

　しかも義人は、なかなか中に入れようとしない。

　素股で、何度も何度も花びらの間を行き来している。

「あ、んん、ぁ……や、よ、義人っ」

「こういうのもたまには悪くないだろう？」

　ぐっちゅ、ずっちゅと反り返った亀頭が、ぷっくりと膨れた淫らな豆を擦った。

「気持ちいい、気持ちいいけど、でも――」

（物足りないよぉ……あれが、義人のあれが、私のアソコにほしい……!!）

　この日の淫靡な攻防は、どうやら桃花の負けで決まりらしい。

　気づけば桃花は、義人に懇願していた。

「お、お願いっ、義人……い、入れてほしいの、も、もう我慢できない――！」

「桃花から折れたのは、果たして何回目だったかなあ？」

　義人がわざとらしく言ったら、桃花は切なそうな声を上げる。

「ど、どうせいつも私の負けよ。だって、だって、どうしてもほしくなっちゃうんだもの……！　お願い、私を助けてっ……義人ので、いっぱいにして――!!」

　義人はそれでもまだ少しだけ焦らしていたが、自身もまた我慢できなくなったようだ。

　桃花の臀部を押さえ、すっかり愛液でびしょ濡れになった肉塊の先端を膣孔に押し込んでいく。

「あああ！　それっ、それがほしかったのぉっ……!!」

　ずずずっと義人自身を奥まで呑み込み、桃花は満足げな吐息をついた。

「あうぅっ、アソコが、いっぱいで――」

「キツイか？」

　うしろから息を切らせた義人に尋ねられるも、桃花はぶんぶんと首を横に振る。

「この瞬間が、一番幸せなのっ、義人を全身で受け止められて、ああっ……本当にうれしい――！」

　桃花の双眸には生理的な涙が浮かんでいたが、あいにく義人のほうからは見えなかった。

　でもそのほうがいいと、桃花は思う。

　義人との距離感に、相変わらず思い悩んでいたが、いまは快楽に従おうと、桃花は自ら腰を振り始めた。

「んぅ、あっ、はん、あ、あぅっ」

「くっ――締まる……！」

　義人も負けじと、うしろから激しく突いてくる。

　何度も身体を重ねてきていることもあって、ふたりのリズムはぴったりだった。

「あんっ、は、んんっ、あ、やっ」

「桃花っ、お前のアソコは、本当に名器だ――！」

　俺のモノを激しく締め付けると、義人が声を漏らす。

　けれど桃花には、褒められている余裕さえなかった。

　うしろから突かれるのは、表情が見えない分、ドキドキ感が勝る。次に何をされるのだろうと、予測が立てられないからだ。

　正常位はもちろん好きだが、義人とならバックでも騎乗位でもなんでもいい。

　桃花はバスタブの手すりに必死に掴まり、衝撃に耐えていた。

「んっ、やぁっ、あ、そこぉ、気持ちいいっ、気持ちいいよぉ」

「やばい、桃花。俺、もういきそうだ……！」

　切羽詰まった声が、うしろから聞こえてくる。

　余裕がないくせに、桃花はにやりと笑ってみせた。

「あ、んんっ、じゃ、じゃあ、今日は私の勝ちじゃない？」

「な、なんでだよっ」

「だって、んん、あ、どっちがいくか、いつも競争しているじゃないっ」

「そ、それは、そうだが――」

　あとはもう、どちらが先にいくかの耐久レースとなった。

「ああっ、や、いっちゃいそう、ダメ、ダメぇ、それ以上、激しく突かないでぇ」

「いや、無理だっ……俺がもう限界で――！」

　風呂場には、ずっちゅ、ぐっちゅと、ふたりの性器が生み出す淫らな音が響き渡っている。

「ダメ、ダメ、ダメぇ……!!」

「俺も、もう、無理だ……桃花っ」

「よ、義人ぉ！」

　セックスフレンドのはずなのに、お互いいとおしそうに相手の名を呼んだ。

　そして間もなく、ふたりともに同時に絶頂が訪れた。

　義人はすぐさま自身を引き抜き、桃花の臀部に勢いよく射精する。

　生温かい液体が尻に垂れてくるのと同時に、桃花も絶頂を迎えていた。

　きゅんきゅんする子宮に、がくがくと震える膝、まるでマラソンでもしたみたいに、はあはあと肩で息をしている。

　義人はバスタブに改めて浸かり、うしろから桃花を抱き締めた。

「俺たち、最高のパートナーだよな」

「え、ええ……そう思うわ」

　しかし桃花の胸中は複雑だ。

（それって、セックスフレンドとしてってことなんだよね……？）

　その疑問は、結局勇気を出せずに、尋ねることができなかった。
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　高級ホテルで宿泊なんて滅多にないことだったので、義人はなかなか眠れなかった。

　枕が変わると寝られない体質ということもあったが、横で静かな寝息を立てる桃花が気になって仕方なかったのである。

　カーテンを開いたままの部屋からは、東京タワーや高いビル群がよく見えた。

　この景色を見せたくて、この部屋を予約したことを思い出す。

（桃花が喜んでくれてよかったなあ）

　今回のデートの結果は、大成功だったと言ってもいい――そこまで考えたところで、デート!?　と、自分のことながら自分自身が一番驚いてしまった。

　桃花は自分の彼女ではない。

　お互い特別な存在ではあるけれど、ただセックスをする関係なわけで、せっかく綿密に練ったこの計画も、セックスに彩りを添えただけだった。

（いつまでもこんな歪な関係、続けられないよな……）

　そうは思えども、桃花自身がセックスフレンドの関係を望んでいると言ったのだ。

　セックスの最中、本気で自分を想ってくれていると勘違いすることも多々あり、このままでは精神衛生上よろしくない。

　いったい何を信じればいいのか、わからなくなってくるからだ。

（ちゃんと告白、してみようか？）

　何度となくそう考えてきたが、ためらう理由はいくらでもあった。もし振られでもしたら、仕事もやりにくくなってしまう。

　反対隣りを向くと、桃花が気持ちよさそうに寝ていた。

　その寝顔を見つめながら、義人もまた眠りに落ちていった。
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四章　彼と彼女の事情












　小泉建設の案件が大詰めを迎え、制作会社に出していた成果物が戻ってきた。

　あとはこれをセールスプロモーション会社に頼み、販売促進に繋げるだけだ。

　そこでは広告と連携したイベントを企画してくれたり、店舗に設置するＰＯＰを制作したりしてくれる。

「さあて、残る業務は売り上げ管理だけだわ」

　小泉建設に費用を請求して、回収まで責任を持つことが営業担当者の仕事だ。

　自分の席で伸びをしていると、隣の義人が声をかけてきた。

「よくやったよな、俺もお前も」

「本当に。お疲れさま」

　義人と目を合わせ、お互いに微笑む。

　広告代理店の仕事は、ゼロから広告を作り上げる達成感が得られる。

　さまざまな過程を経て広告を世に出すことや、その広告が世の中に受け入れられたときの喜びは、何物にも代えがたい。

　その喜びを噛み締めているところで、義人がそっと桃花の耳元でささやいた。

「俺さ、管理職を狙っているんだ。それでいつか、独立できたらなって」

「そうなの？」

　桃花は驚くも、人一倍能力も野心もある義人ならそれも当然だろうと思う。

　代理店営業の担当者は、各販売代理店の経営者や営業マネージャーと相談しながら、販売戦略を練っていく。

　それは結果的に、会社経営のスキルや感覚が身につくことになるし、自ずと向上心が出てくることに繋がるのだ。

　それはもちろん、桃花とて同じである。

「じゃあ、私たち、まだまだライバルね」

　そう言ったら、義人は苦笑した。

「お前とは永遠にライバルなんだろうな」

「そうね。広告は面白いもの。私、この業界に入れてよかったと思っているの」

　広告そのものが注目され、社会的ブームを起こすことはままある。

　例えば斬新なＣＭがＳＮＳで取り上げられて出演タレントやファッションが注目されたり、コピーや台詞から流行語が生まれたりすることもあるのだ。

　このような場合は結果として、商品そのものよりも作品としての広告のイメージから、商品の購買行動や企業のイメージアップに繋がるわけだ。

　つまり広告自体が、社会的な影響力を持っているということである。

　そんな意味で言ったのに、義人は違う視点から見ているようだった。

「俺は――お前に出会えたから、この業界に入ってよかったと思っているよ」

「え、何？」

　それがあまりに小さい声だったので、騒がしいオフィスでは聞き取れなかった。

　けれど義人は苦笑するだけで、もう一度同じ台詞を言う気はないようだった。

「？」

　少しばかり義人の様子がおかしい。

（なんか最近、こういうことが多いな？　もしかして、いまの関係に飽きられちゃっているのかも……）

　不安がよぎるも、心配している間もなく、義人がそっとメモ用紙を桃花の机に滑らせてきた。

　文面を見て、桃花は動揺からわずかに頬を染める。

〝定時後、屋上で〟

「…………」

　義人は変わらずいつも通りだと思う桃花なのであった。










　五時が過ぎたところで屋上に向かうと、果たしてそこには義人の姿があった。

「なんでこんなところに呼び出したの？　寒いじゃない」

　季節は進み、いよいよ冬が到来しようとしている。

　だから屋上は閑散としており、夕焼けとともに寒風が吹きすさぶ。

「だからだよ」

　鉄柵に寄りかかっていた義人が、桃花に向かって手招きした。

　桃花が隣に来ると、そこからは東京の景色が一望できる。

　この前のホテルで見た夜景には敵わないけれど、橙色から藍色へ変化する空と、ぽつりぽつりと電灯が点り始めた都会の風景は、なんだかとても感慨深い。

「桃花」

「え」

　振り向きざまに、義人にキスされた。

　冷たい唇が、互いのそれが合わさることによって、徐々に熱を取り戻していく。

「んっ……」

　最初は食むように、やがて深くなり、唾液の音がぴちゃぴちゃと鳴り出した。

「んぅ、うっ……あ、ぁ……っ」

　こんなところで、いつ誰が来るかわからないのにという背徳感が、いつもより感度を高めていた。

　舌が擦れ合うだけで、下腹部がきゅんきゅんと痺れる。

　股間の違和感から足をもじもじさせていると、義人がスーツ越しに胸を揉んできた。

「あっ、んんっ、そ、そんなに触っちゃ――」

「ダメなの？」

　意地悪く聞かれ、桃花は真っ赤な顔をしながら、ふるふると首を振って否定する。

「で、でも、誰か来るかもしれないしっ」

　そう慌てて言ったら、「じゃあ、今日は互いを悦ばせようか？」と義人。

　きょとんとする桃花の前で、義人はスラックスの前を寛がせた。

　すると、すでにぎんぎんに勃起している義人の男根が現れる。触ってもいないのに、この有様だ。

　桃花はごくりと息を呑んだ。

（これが、これが、ほしい……）

　浅ましいと思いつつも、そんな思考が頭から離れない。

「桃花、これがほしかったら、できるだろう？」

　挑戦状を叩きつけられたようで、俄然やる気が出る桃花。

　桃花は鉄柵に背をもたれた義人の前に跪き、腹に付きそうなほど反り返った陰茎を手で握った。

「うっ」

　軽い刺激のはずなのに、義人が呻く。

　桃花は口に入れやすいように手で押さえ、まずは先端にちゅっとキスした。

「ああっ」

　それだけでも感じるらしい。

　桃花はうれしくなって、ちゅ、くちゅっと亀頭を口に含みながら、竿をゆっくりと上下に動かし始めた。

「くっ――うまくなったな、桃花っ」

「ふ、う」

　鼻で息をしながら、懸命に義人の剛直を扱いていく。

　やがて先端からぬるぬるした先走りの液体が漏れ出てきて、桃花の口腔内に苦い味が広がった。

「気持ちいい、気持ちいいぞっ」

　桃花のフェラチオに夢中になり、義人の腰は自然と動いてしまう。

　桃花は唾液と先走りの液体を舌で混ぜながら、ぐちゅぐちゅと口の中で太い竿と亀頭を舐めていく。

　義人の腰の動きに桃花も合わせ、ずっちゅ、ぐっちゅと出し入れを繰り返した。

「んむ、う、ううっ」

　苦しそうに喘ぐ桃花。

　義人の腰の動きが速くなったところで、彼自身が桃花の変化にはっと気づき、桃花を気遣った。

「す、すまない！　桃花、つい気持ちよくて――」

　髪を撫で、梳きやり、桃花に〝いいこいいこ〟する。

　いったん休憩とばかりに肉棒を口から出すと、それは唾液でてらてらといやらしく光っていた。

　桃花はにっこりと笑ってみせる。

「いいの。義人が気持ちよくなってくれてうれしいから」

「だが、いくまでとなると、もっとお前に負担をかけかねない」

　もういいから……と、桃花を立たせようとするも、彼女は応じなかった。

　もう一度、時間を置いたことでやや萎えてしまった陰茎を持ち上げ、口に含む。

「も、桃花っ」

　きつく眉根を寄せ、快感をこらえる義人。

　桃花は口を窄め、容赦なく義人自身を搾り取っていく。

　歯が当たらないように気を遣いながら、喉の奥まで先端を押し込み、ずるりと引き抜く。

　あっという間に義人のそれは、血液が集結して太さと硬度を持ち直した。

（おっきい……これが、いつも私の中に――）

　桃花も興奮してきて、空いていたもう片方の手で、自らの股間をいじり始める。

「ん、うっ、はっ、んんっ」

「……桃花、なんていやらしい光景なんだ」

　義人が頭の上で言い、桃花は彼の剛直を激しく扱きながら、ショーツをずらして花びらの間を指で攻めていく。

　自らの股間からはとろりとした蜜が溢れ、地面に蜜だまりを作っていた。

「やばい、桃花っ、いきそうだ――少し動くが、いいか？」

　言われなくとも、断ることなんてないのにと、桃花は義人を頬張ったまま頷く。

　その反応を確かめるや否や、義人は桃花の頭を両手で支え、素早くピストンしてきた。

「んうっ、ぁうっ、んん、ふっ」

　ずっく、ずっくと喉の奥まで挿し込まれては、次の瞬間には先端まで抜き出される。

　それを繰り返しているうちに、桃花の口の中の陰茎はますます膨らんできた。

　口の周りはもうべとべとに濡れ、唾液かも体液かもわからない。

「ああ、桃花っ、桃花っ」

　彼に名前を呼ばれるのは、愛されているような気がしてたまらなく好きだ。

　桃花も呼び返したかったけれど、あいにく彼女の口には義人自身が詰まっていた。だから代わりに、息苦しさに負けないよう、必死で竿を舐めしゃぶる。

「桃花っ――いく、いくぞ……!!」

「ん、んむっ」

　瞬間、桃花の口の中に、義人の欲望が吐き出された。鈴口からびゅくびゅくと飛び出した精子が、口腔内にまき散らされ、口角からつうっとこぼれ出る。

　義人は荒い息をつきながらずるりと陰茎を引き抜くと、桃花を気遣うようにしゃがみ込んだ。

「桃花？　大丈夫か？」

「…………」

　桃花は口を閉じたまま、こくこくと頷くだけだ。

　義人が苦笑する。

「それはおいしいものじゃないから、吐き出していいんだよ？」

（で、でも――）

　確かに苦いし、酸っぱいし、飲み込みたいと思えるようなものではない。

　しかしこれは義人の愛の証だったから、吐き出すなんてしたくなかった。

「ほら、桃花。あーんしてみせて？」

　桃花があーんと口を開けると、白濁が糸を引き、口角からこぼれ出ていく。

「すっげえ、エロいな。桃花」

「――っ!?」

　桃花はかあっと赤くなり、思わず口を閉じて、ごくりと嚥下させてしまった。

「ん、んくぅっ！」

「桃花!?」

　義人が桃花を気遣う。

　けれど桃花は、最後の一滴まで義人の精子を自ら飲み下したのであった。

　はあはあと、肩で息をしていると、義人が桃花を抱き締めてくる。

「桃花、本当に君は最高だ――！」

「義人……」

　彼に認められるのがうれしくて、それならばいくらでも精液を呑めると思う桃花である。

　しかしここで、桃花自身も火種をくすぶらせていたことに気づいた。

　義人に指でショーツに触れられて、そこが湿っていることを確かめられる。

「いやらしいな、桃花。俺のモノを咥えているだけで、そんなに感じていたのか？」

　にやりと口角を上げる義人に、しかし身体が火照っている桃花は素直に頷くしかない。

（お願い、義人……助けて――）

　潤んだ瞳で見上げれば、桃花の心の中の台詞は伝わったらしい。

　義人は桃花を支えて一緒に立ち上がると、彼女に鉄柵に掴まるよう指示した。

　夕暮れ時とはいえ、近くのビルからはこちらが見えてしまうことに気づき、桃花が慌てる。

「よ、義人、ここじゃあ……」

「何言っているんだ。さんざんエッチなことをしていたくせに」

　うっと言葉に詰まる桃花。

　義人は遠慮なく桃花のスカートをうしろからまくり上げた。

「ストッキング、新しいヤツ買ってやるから」

「え？」

　なんの前置きなくそう言われたところ、次の瞬間にはびりりとストッキングが破かれる音がする。

「ちょっ――」

　桃花の抗議も聞かず、義人はショーツを下ろすと、臀部を露わにした。ひんやりとした空気に触れられ、ぶるりと身体を震わせる。

「義人、寒いわ」

　けれど義人の返事はすげないものだった。

「すぐに熱くなるさ」

「で、でも――あっ!?」

　ぬるりとした割れ目に指を入れられ、桃花がびくんと身体をすくませる。

「もうこんなになっていたのか……桃花は本当にエロいな」

「そ、そんなこと――ん、んぅうっ、ああ！」

　義人がそこに手を差し込むたびに、くちゅくちゅといやらしい音が鳴っていた。

　ぽたり、ぽたりと、地面に愛液が落ちていく。

「いくらでも溢れてくる」

「だ、だって……っ」

　羞恥に頬を染めるも、もっと触ってほしくて、つい尻を揺すってしまう桃花。

　すると次の瞬間、生温かいものが陰部に触れた。

「ひぃあ!?」

　驚いてついうしろを向いたら、義人が舌を伸ばし、ずぶ濡れの秘所を舐めているところだった。

「あ、あっ、そんな――き、汚いわ、シャワー、浴びてな……いっ」

　敏感なところを攻められ、言葉が途切れ途切れになる。

　義人は舌のざらざらした部分を使って、硬く飛び出している淫芽を巻き込み、そのままちゅうっと吸った。

　子宮がきゅんきゅんしてきて、秘孔からはどぷりと甘い蜜が出てくる。

「あんっ、き、気持ちいい、気持ちいいよぉっ」

「会社でこれだけ乱れて、いやらしい女だな」

　花びらにそってつうっと舐め上げながら、そんなエッチな台詞を吐く義人。

　そんな言葉がさらに興奮を煽り、桃花の身体はますます昂っていった。

　義人の舌だけでは吸い取り切れない愛液が、太ももを伝っていく。

「桃花、足を開いて」

「……っ!!」

　いよいよ義人自身に愛されると、桃花は期待に胸を弾ませた。

　しかし義人はなぜか選択肢を与えてくる。

「上がいい？　下がいい？」

「？　上って……ひゃん!?」

　義人がお尻の穴を指で触ったことから、ようやくその意味に思い至った。

　桃花は真っ赤になり、もちろん上はいやだと激しく首を振って断る。

「そ、そんな!?　上なんて絶対にいやよ！　汚いし、痛そうだし、だいたいそういう場所じゃないもの！」

　すると義人は、これ見よがしなため息をついた。

「そうか、桃花は怖いんだな」

「え……？」

「俺にその身体をすべて開発させるのに、ためらいがあるんだろう？」

「そ、そういうわけじゃ――」

「じゃあこの勝負、俺の勝ちだな」

「なんでよ!?　私だってさっきは――」

「俺の命令が聞けなかったんだから、勝ったことにはならないぜ？」

　さあ、風邪引かないうちにオフィスに戻ろう？　と、義人がそのまま桃花を放置して屋上から出て行こうとしたとき、気づけば桃花は叫んでいだ。

「やる！　やるからあ!!」

　背を向けかけていた義人が、こちらに向き直る。

　桃花は急いで付け足した。

「義人のモノなら、どこでだって受け入れたい」

　そんな殊勝な台詞に感動したようで、義人は桃花をうしろから抱き締める。

「そんなお前が――」

「え、何？」

「い、いや、なんでもない！」

　義人の声は最後、小さすぎて、なんと言ったかわからなかった。

　聞き返してもそう返されてしまったので、結局知ることはないのだろう。

　でもそれがとても大切なことのような気がして、桃花は考える。

（義人はいったい何を言おうとしたんだろう？　もしかして愛の告白とか――まさかね）

　単なるセックスフレンドなのにそんなはずはないと、桃花は自問自答した。

「じゃあ、いくぞ？」

「え、ええ」

　覚悟していたつもりなのに、しかし義人は上ではなく下の孔に灼熱の楔を押し込んでいく。

「あっ!?　そこは――ああっ、んぁああ！」

　すでにぐっしょりと濡れていた桃花の中は、すんなりと義人の性器を呑み込んだ。最奥まで先端が届き、Ｇスポットが刺激される。

「あ、あ、んんっ、な、なんで……っ」

　上の孔に挿入されるとばかり思っていたのにと、桃花が呻くと、うしろから義人が「からかっただけだ」と答えた。

「お前が動揺するところが面白かったぜ。勝負事には絶対乗ってくると思ったからな」

「も、もう！」

　本当はもっと怒りたかったけれど、義人が腰を使い始めたので、言葉は嬌声へと変わる。

「んぅ、あ、はっ、いい、いいのっ」

「どこがいいんだ？」

　はあはあと息を乱しながら、「奥、奥っ」とうわ言のように呟く桃花。

　ぐいっとグラインドされ、蜜壺がかき回されていく。

　愛液は蜜口で白く泡立ち、義人の出入りをスムーズにしていた。

　義人は桃花の太ももを強く掴み、うしろに引き寄せると、間断なく突き始める。

「あぅ、うっ、すごっ……はげしっ」

　ぱん、ぱんと互いの肉と肉が当たる音が響き、抽挿が激しくなった。

　桃花は鉄柵に胸を押しつけて衝撃をこらえていたが、義人がうしろから覆い被さってきて、器用にも桃花のシャツのボタンを外していく。

「こ、こんなところで、だ、ダメぇっ」

　目の前にはいまもまさに仕事中のビルがある。

　いまはふたりで並んでいるようにしか見えなくとも、さすがに半裸になれば気づかれてしまうかもしれない。

（通報でもされたらどうする気なんだろう!?）

　乳房が出ないよう抵抗するも、あっという間にブラジャーのホックまで外されてしまった。

　開いたシャツの間から、ぽろりと両方の胸がこぼれ落ちる。

　首を横に振っていやいやしても、義人は許してくれそうにない。

　うしろから手を回し、桃花の乳房をぎゅっと鷲掴んだ。

「んふっ、ぁっ、ああ、や、もう、もう――」

　胸と秘孔と同時に刺激され、快楽の最高潮に達する桃花。

　でもまだ何か足りず、身体を捻ってうしろを向き、義人にキスを求めた。

　義人が桃花の唇を強く吸う。

「ふっ、ぁふっ、んぅっ、うっ」

　すべての性感帯を余すところなく攻められ、絶頂が近くなる。

「あ、んんっ、よ、義人、私、も、もう、本当にっ」

「くぅっ――お、俺もだ、このまま、一緒に……！」

「うん、うんっ」

　桃花は義人と一緒に達するのが好きだ。

　まるで心も身体も一体になったようで、肉体的にも精神的にも、これ以上ないという満足感が得られるからだ。

　ぱん！　ぱん！　と、肉が打ち合わされる音が大きくなる。

「あん！　あん！　あん！　あん！」

　喘ぎ声も抽挿に合わせて規則的になり、ついに高く上り詰めた。

「きゃっ、ぁ、ああん!!」

　瞬間、がくがくと身体を震わせ、その場に崩れ落ちる。奥へ奥へと搾り取ろうと、膣内が蠕動運動を始めた。

「うっ――」

　同時に義人が唸る声がうしろから聞こえ、ずるりと肉塊が引き抜かれる。臀部には、熱くて白い体液がぶちまけられた。

「はあ、はあ」

　荒い息をしながら、義人はポケットティッシュを使って丁寧に精子を拭いていく。

　ついでに桃花の太ももを伝っていた愛液も拭き取り、乱れた服装を直してくれた。

　その一連の動作を見ていた桃花が、ぽつりと呟く。

「面倒見がいいよね、いつも」

「は？　当然だろう」

　むしろそんな質問をする意図がわからないとばかりに、義人は自らのスーツも整えた。

「一緒に出たらまずいだろうから、俺が最初に行くぜ？」

「……う、うん。わかった」

　やや哀しげな笑みを浮かべたからか、それに気づいた義人が心配する。

「なんだ、どうした？」

「う、ううん！　本当になんでもないの！」

　早く行って？　と、桃花が今度は普通に微笑んだ。

　義人は桃花の変化をあまり信じていないようだったが、とりあえずこのままここにいてはサボりになってしまうので、彼女をその場に残し、階下へ続く扉に向かっていく。

　義人のうしろ姿が消えたところで、桃花は思い切り深いため息をついた。

「セックスフレンド、かあ……」

　義人と交わるのは楽しい。

　セックスの気持ちよさも彼から教わった。

　この関係を知る者はいまのところ誰もいないけれど、それが逆に寂しく感じるようになったのは、いつの頃からだろう。

「誰にも明かせない付き合いって、つらいんだね」

　いや、そもそもこれが〝付き合い〟だと言えるのだろうか。

（仕事以外でも毎日のように会うけれど、それはぜんぶセックスのためだもの）

　最初こそそれで満足していたのに、素の東郷義人の姿を知れば知るほど、義人本人に惹かれている自分がいた。

「私……義人のこと、本当に好きなんだ――」

　ぽろりと、涙が一粒こぼれ落ちる。

「ううっ……泣いてもしょうがないのに、なんでこんなに悲しいんだろう……」

　先にセックスフレンドになろうと言ったのは、紛うことなく桃花のほうだ。だから泣く資格なんかないのにと、桃花は自戒する。

「このまま、ずっと身体だけの関係が続くのかな？」

　どんなに義人のことが好きでも、付き合うことはおろか、結婚なんて夢のまた夢だろう。

　別々に屋上から降りなければいけないこともいやだった。

　義人に置いていかれている気がして、だから哀しくなったのだ。

　付き合っているなら堂々と、会社の中でも一緒に歩きたい。

　鉄柵に寄りかかった桃花は、都会の雑踏を見下ろした。

　何人もの人々や車たちが行き交う通りは、いつものように混んでいる。

（あの中で、いったい何人のひとたちが、恋愛で悩んでいるんだろう？）

　そんな詮無せんないことを考えてしまう。

（自分が好きで、相手も好きになってくれるなんて、よく考えたらすごい確率だよね）

　義人はおそらく、桃花のことが嫌いではないはずだ。

　だからセックスフレンドになったわけで――でも、いまの義人の感情は知らない。もしかしたら、セックスフレンド以上に思ってくれているかもしれない。

「義人の気持ち、確かめないと……！」

　けれど余計なことをして、セックスフレンドでもなくなってしまったらどうしようと、桃花は悩む。

　彼女の願いはただひとつなのだ。

「義人と一緒にいたい」

　セックスの相性はいい。

　性格だって合っていると思う。

　それなら、普通に付き合っていたっておかしくはないはずだ。

「よしっ！」

　桃花は気合いを入れ直すと、意を決してオフィスを目指す。

（義人を呼んで、誰もいないところで気持ちを確かめ合うんだ……！）

　しかし数歩もいかないうちに、歩き方がぎこちなくなった。

「あっ、ストッキング……」

　股間の辺りを破られた、自身のストッキングを思い出す。

「んもー！　新しいヤツを買ってくれるって言っていたのに！」

　義人のバカ！　と、叫んでみると、思いのほか気持ちがすっきりした。

（うん。これでいいんだ。このままで、素のままの私で、義人に告白しなくちゃ）

「それにしても――」

　ストッキングの件はどうしようかと、桃花はうまいごまかし方を思案していた。
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　ため息をついていたのは、屋上の桃花だけではなかった。

　階段を降りながら、義人は深く息をつく。

「あ～、何やっているんだろうな、俺――」

　髪の毛をぐしゃぐしゃとかき混ぜ、反省するようにうつむいた。

　しかし何を悔やんでいるのか、とうの本人にもよくわかっていない。

　ただ、最後に見せた桃花の哀しげな顔が、いつまでも頭に残っていた。

（桃花はなんであんな顔をしたんだ？）

　これまで何度となく桃花とセックスしてきたが、あんな表情は初めてだ。

　まるで、いわゆる〝やり逃げ〟のような目で見られたと、義人は思ってしまっていた。

（今日のセックスだって、いつもと同じのはずだ。なら、それ以外に何か桃花に思うところがあったのだろうか？）

　そこで、あ！　と気づく。

「ストッキングのことか？」

　それならあんな顔をしても仕方ない――わけないだろう!?　と、自分で自分に突っ込んでみる義人。

　荒々しい性交だったことには違いないが、お互いにスリルを楽しんでいたから、セックス自体には問題ないと思う。

（それなら……）

　そしてぴんと閃いてしまう。

（もしかして桃花は、俺をセックスフレンド以上に見るようになったとか……？）

　そんなまさかとは思いつつ、思い当たる節がないこともない。

　だけど勘違いだという可能性も大きい。

　何せ、自分たちの関係がセックスフレンドだと言い出したのは、桃花のほうなのだ。

　義人としてはあのとき、真剣な交際をする選択肢も用意していた。なぜなら義人は、最初から桃花のことが好きだったからだ。

　しかし思い出す。

（桃花が好きなのは、俺の身体だけかもしれない）

　かつてもそう悩んだことがあったが、どうやら答えはいまになっても出ないらしい。

　義人は苦笑した。

（あんなとろけたような顔をするのは、セックスするときだけだ）

　普段の義人には欠片も感じさせないような表情を、セックスのときはするのだ。

「……俺の価値って、いったいなんなんだろうな――」

　自嘲気味に笑い、誰にともなく自問する。

　あのときから一ノ瀬桃花への気持ちには、なんの変わりもない。

　いつかセックスをしないでも、一緒にいられたらいいなと思うようになったのは、どの辺りからだっただろうか。

「やっぱり真面目に告白、してみるべきか……」

　ケンカップルには似合わない展開になりそうだけれど、そこだけはお願いだから素直になってほしい。

　そんな期待を胸に、義人はオフィスに入っていった。
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五章　告白という名の攻防戦












　四回。それは桃花が義人に「好き」だと告白しようとして失敗した数だ。

　それでも今度こそはと、桃花は今夜、ディナーをしようと義人を自分のマンションに誘っている。

　慣れない料理本を購入してメニューを決め、材料を買い込み、準備は整った。

　土曜日なので会社はなかったのだが、やらなければいけない新規プロジェクトの関係で、義人のほうは出社したらしい。

　帰りに必ず寄ると、約束してくれた。

　料理が完成したところで、ピンポーン！　と玄関のチャイムが鳴る。

　義人だ！　と、嬉々としてドアを開けた。

　そこには少し照れた様子の、スーツ姿の義人が立っていた。

　義人が中に入らずに、じっと見つめてくるものだから、桃花は不思議そうに聞く。

「な、何？　何かおかしいかな……？」

　髪型も化粧も服装もばっちりのはずなのにと、桃花が困惑していると、義人が一言、「エプロン」と呟いた。

「ああ……いま、洗い物をしていたところなの」

「いや、エプロンってそそられるんだな」

　真面目に言う義人に、またもや告白失敗の危機を感じて、慌ててエプロンを脱ぐ桃花。

　義人は目に見えてがっかりしていた。

「なんだよ、そのままでもいいじゃないか」

「これは料理と洗い物用！」

　すげなく言って身を翻すと、うしろから「ちぇっ」と、子供のような舌打ちが聞こえてくる。

　桃花はそれを無視して、席につくよう義人に促した。

　ローテーブルの上には洋風の料理が並べられており、ワイングラスがふたつある。

　義人が「うまそうだな！」と座ったところで、ワインのボトルを開けた。

　グラスに注ぎ、さっそく乾杯する。

　カチン！　と、グラスを合わせ、一口飲むと、ほろ苦くも甘味のある赤ワインの味が口の中に広がっていく。

「お肉料理がメインだから、赤にしてみたの」

「うん、うまい」

　ふたりで微笑み合うと、義人が料理に口をつけ始めた。

　ぱくぱくと箸を止めずに食べる様子を見て、桃花はドキドキしていた。

（味見はしたけれど、味、大丈夫かな？　義人の好みならいいんだけど……！）

　そわそわしている桃花に気づき、義人は思い出したとばかりに咀嚼していたものを飲み込む。

「桃花、すっげーうまいよ！　お礼を言うのを忘れていたぐらい夢中になって食べていたぜ」

「ほ、本当!?　う、うれしい！」

（何せ朝から準備していたんだもんね）

　さすがにそこまでの種明かしはできなかったが（仕事以外では要領が悪いと思われてしまう）、時間をかけてきただけあって、大成功だったらしい。

　桃花はちびちびとワインを飲み、酒の力を借りて告白しようと考えていた。

（いよいよ、あとは義人にこの想いを伝えるだけだわ）

「おい、桃花。お前、さっきから料理に口をつけていないじゃないか」

「……っ!?」

　ぎくりと、桃花が慌てる。

（緊張し過ぎて、料理なんて食べている場合じゃないのに～！）

「う、うん。実はあまりお腹空いてなくて――今日は私のほうは仕事なかったし……」

「ふうん？」

　なぜかにやりと口角を上げた義人。

　彼はそのままローストビーフを口に含むと、桃花のほうへやってきた。

「？」

　きょとんとする桃花の隣に座り、強引に唇を奪う。

「――っ!?」

　舌でローストビーフを押され、桃花の口の中にそれが入っていく。

「んぅっ!?」

　押し返すわけにもいかず、そのまま咀嚼する桃花。

　ローストビーフの味は思った通りよかった。

　簡単なレシピを参考にして、最後は炊飯器を使ったのだが、それがちょうどいいあんばいにしてくれたらしい。

「どうだ？　うまいだろう？」

　義人に聞かれ、桃花はごくんと飲み込みながら頷く。

　すると義人はどんどん口移しで料理を食べさせ始めた。

「ちょっ……義人！」

　抗議するけれど、義人はやめようとしない。

　むしろ次第にキスを深くしていった。

　舌と舌を擦り合わせるたびに、身体の内側がうずうずと疼くのであった。

「んっ……ふ、ぁ……っ」

　次の口移しは、ただのキスだった。

　舌と舌を絡ませ、歯茎、歯列、頬の裏、口蓋と、余すところなく舐められる。

「う、んっ……やぁ、あんっ」

「桃花から、おいしい味がする」

　にやりと笑う義人。

　桃花はキスの合間に声を出した。

「そ、それは、義人が食べさせたから……っ」

「そうしないと、食べようとしなかったからな」

　うっと言葉に詰まる桃花。

（だからって、あんなにエッチな食べさせ方をしなくてもっ）

　心の中の抗議は、無論のこと表に出ることはない。

　間断なく詰め寄られ、そのまま床に押し倒された。

「あっ……！」

（このままじゃ、またセックスに雪崩れ込んじゃう！）

　こうなるのは五回目で、告白できない通算記録を更新してしまう。

　だから桃花は、初めて義人を押し返した。

　否定されたことに、義人はもちろん驚く。

「どうした？　あの日が早くきたか？」

「…………」

　女性への気遣いができる義人ではあるが、自分の生理予定日まで把握しているとは思いもしなかった。

　よって、反射的に頬をめがけて平手打ちをしたら、義人がぱちぱちと目を瞬く。

「な、なんでぶたれなきゃいけないんだ？」

「自分の心に聞いて」

「？」

　義人は本気でわからないらしい。

　女性はデリケートだということを、もっとわからせなければならないだろう。

「べ、別に女性の日ってわけではないの。ただ――」

　セックスフレンドから格上げされたい、それだけなのに。

　うっすらと、桃花の目に涙が浮かぶ。

　ぎょっとする義人。

「なんで泣くんだよ、桃花？　俺、なんかしたか？」

　本気で困惑している義人に、桃花はいまが言うべきタイミングだと思った。

　仰向けのまま、涙を流しつつ、桃花が一世一代の勇気を振り絞る。

「セックス――」

　フレンドはもういや！　そう言いかけたら、義人が口を挟んできた。

「なんだ、やっぱりセックスしたいんじゃねえか」

「えっ、あ、そうじゃなくて……！」

　言い訳しようにも、義人は完全にその気で、表情を明るくする。

（ああ……五回目か。今日もまた、告白失敗しちゃったな……）

　胸中で諦めの境地に陥っている中義人が首筋に顔をうずめてきた。ちゅっと甘くキスされ、思わず感じてしまう。

「あんっ」

「相変わらず首が弱いな」

　ふふっと笑う義人が、首筋から鎖骨にかけてキスを散らしていく。

「服、脱がしてもいいか？」

　いつもなら強引に脱がすくせに、あえて聞いてきた義人。おそらくスーツではなく、オシャレな私服を着ていたからだろうと桃花は思った。

　桃花がこくりと頷くと、義人はさっそく衣服を脱がせ始めたが、なぜかエプロンだけは逆にもう一度着せた。

　なんで？　という顔を桃花がしていたからだろうか、義人は苦笑する。

「裸にエプロンなんて、エロいシチュエーションだろう？」

「…………」

　さすがに男の願望は女にはわからない。

　でもとにかく義人がいいと言うのであれば、従いたいという気持ちはあった。

　裸体にエプロンだけ付けた桃花の胸を、エプロンをずらして、舐めていく。

「んぅっ、あっ、はん、んんっ」

　すでに乳房の先端はつんと尖り、その存在を主張していた。

「これは何かなあ、桃花？」

　わざとらしく言いながら、義人はエプロンを押し上げているふたつの豆をいじる。

　エプロンの生地越しに、指を使ってくりくりと刺激すると、途端に桃花の股間はじゅんと潤った。

「あ、そ、そこは――やっ、ダメぇ」

　ダメと言われた場所は感じる部位なのだと、義人はもう理解している。

　エプロン越しに執拗に舐めていると、より硬度を増した。

　義人がエプロンをずらすと、ぽろりと乳房がこぼれ出てきた。

　濡れた先端が外気に触れ、ぶるりと身体を震わせる。

「大丈夫か？　寒いのか？」

　気遣ってくれる義人が優しくて、その気持ちがうれしくて、もう告白なんかしなくても、このままでいいとさえ思えてきてしまう。

「……ううん、平気。暖房の設定温度を変えればいいし」

「そうか？」

　義人がリモコンを取り、少しばかり部屋を暖かくさせた。

　何せこれからお互い全裸になるのだから、空調管理は必須だ。

　義人はいったん桃花を攻めるのをやめ、自らのスーツを脱ぎ始めた。

「いま、ハンガー出すね」

　そう言って起き上がろうとする桃花を押し戻し、義人は首を横に振る。

「いらない。俺がほしいのはひとつだけだ」

「どういうこと？」

　裸になった義人が覆い被さってくる。

「お前だ、桃花」

「っ!?」

「俺はお前さえいれば、ほかには何もいらない」

　義人のまっすぐな瞳に、思わず桃花はきゅんとときめいてしまう。

（それって、それって、義人なりの告白なのかな……？）

　期待に胸を弾ませるも、〝好き〟とも〝付き合ってほしい〟とも言われてはいない。

（やっぱり義人にとっては、大事なのかもしれないけれど、私は単なるセックスフレンドなんだろうな）

　若干諦めの境地で哀しい顔をしていると、義人は桃花が感動していると勘違いしたらしい。

　うれしそうに桃花の唇に、自身のそれを重ねてきた。

「ん……っ」

（もう、セックスフレンドでもいい……義人の傍にいられるのなら――）

　快楽に没頭しようと、桃花は気持ちを切り替える。

　義人は桃花の口腔内に舌を滑り込ませ、くちゅくちゅと音を立てて、あちこちを愛撫した。

「はっ、ぅっ……ん、ぁあっ」

　激しい口づけを繰り返しながら、義人は再び桃花の胸をまさぐってくる。

「んんっ、あっ、ぁ、や、んっ」

　最初はエプロン越しに揉まれていたが、桃花が物足りないことに気づいたのか、義人はエプロンの中に手を入れ、直接触り出した。

　柔らかい乳房を、形が変わるぐらいぐいぐいと揉まれ、あまりにも強い刺激が桃花を襲う。

「あんっ、そ、そんなにしちゃ――き、気持ちいい、乳首、気持ちいいっ」

「もっと理性なんか吹き飛ばせ」

　桃花の胸を揉みながら、義人が言った。

「どういう――」

「俺がすることだけ感じていろ」

「…………」

　仕事ではそんなことないのに、命令されると、思わずぞくりとしてしまう。

「喘ぎ声以外の言葉が出るのは、まだまだ理性が勝っている証拠だ」

「そ、そんなことは――」

　言いかけるも、確かにそうかもしれない。

　まるで没頭することが悪であるかのように、どこかで冷静に見ている自分がいる。

　そんなことを考えていたら、義人が手を滑らせ、胸から腰、腰から臀部、臀部から太ももへと伝わせていく。

「んんぅっ!?」

　いよいよ秘所に触れられ、桃花はびくんと身体を跳ねさせた。

「ん、んぅ……そ、そこはぁ――」

「そうだ。桃花が一番感じるところだよな」

　今日の義人は言葉攻めが多いと、桃花は胸のうちで思う。

　おそらく義人は、なんの気兼ねもなく、自分のすべてを感じてほしいのだろう。

　ホテルや会社などではなく、桃花の自宅だから、それも可能なのではないかと思っているに違いない。

　確かにいままでのどんな場所より落ち着けているのは確かだった。

　義人は桃花の足を開かせ、足の間に自身の身体を入れる。それから桃花に、Ｍ字開脚のような体勢を取らせた。

「やっ、こんな体勢……は、恥ずかしいわっ」

「すぐによくなるよ」

　宥めるようにそう言うと、義人はぱっくりと開いた花びらに口を近づける。それから舌を伸ばし、しっとりと濡れた陰部を舐め上げた。

「ああぅっ、や、それっ、それぇっ」

「な？　いいだろう？」

　くすくすと笑いながら、義人は淫芽を舐める。割れ目に沿って舌を這わせ、両手を使って花びらを広げ、陰核を見つける。

　そこはすでに充血しており、ぷっくりと膨らんで存在を主張していた。

　義人が淫芽をちゅうっと吸い上げる。

「ふぁああ！　それ、ダメぇっ、すぐに、いっちゃう、いっちゃうよぉ！」

「いけよ、何度でも」

　小さな粒を口にしながら、義人は蜜孔に指を挿入していった。ぐちゃぐちゃに濡れた膣内を、激しくかき回す。蜜だまりは白く泡立ち、床に漏れ出ていた。

「うっ、く――も、もう、ダメ……!!」

　瞬間、びくんと激しく背を反らせ、桃花は絶頂に達する。

　オーガズムが全身を支配しているようで、四肢の末端に至るまで快楽が行き渡っていく。

　手足は痺れ、秘部は敏感になっており、ちょっとの刺激にも過剰に反応した。

　はあ、はあと、肩で息をしていると、義人は満足そうに桃花のイキ顔を堪能していたのであった。

　桃花は申し訳なくなって、思わず謝ってしまう。

「よ、義人……ご、ごめんっ、私ばかりいっちゃって――」

「何言ってるんだよ。お前が俺の手や口でいくの、うれしいんだ」

「義人……」

　感動した桃花は、自分から提案した。

「なら、今度は義人が気持ちよくなる番だよ」

　そうして起き上がり、すっかり勃起していた義人のモノを口にしようとしたところで、義人に拒否される。

「え？　なんで……だって――」

「うん、もちろん口でやってもらうのはうれしいよ。でも今日は、新しいことをしようぜ？」

「新しいこと？」

　きょとんとする桃花に、義人がずばりと言った。

「シックスナインに挑戦してみないか？　桃花はやったことないだろう？」

「う、うん……」

　桃花はわずかに顔を曇らせる。

　シックスナインとは何か、桃花はもちろん知っている。

　ふたりが双方の性器や肛門に唇や舌で刺激を与えながら、性的興奮や快楽を求めるというオーラルセックスの一種である。

　ただ、義人の言い方は、自分は経験があるとばらしているようなものだったので、気持ちが複雑だったのだ。

（処女で彼氏のいなかった私とは違って、義人は経験豊富だものね……）

　つい落ち込んでしまい、顔をうつむかせる。

　そんな桃花の様子に、義人は心配そうに声をかけた。

「桃花？　大丈夫か？　もしいやなら――」

「いやじゃないわ」

　即座にきっぱりと断ったら、義人は逆に驚く。「そ、そうか」と、目をぱちぱちさせながら言った。

（どんな体位でも、義人とだったらやってみせる。義人に必要とされたい）

　心のうちではそんなことを考えていたのだが、もちろん義人に伝わることはない。

　どれだけ義人を愛しているか、いまなら言えそうなタイミングなのに、セックスのせいで言葉にならない。

「こっち、こいよ」

　義人は桃花の了解を得たので、桃花を上に、自分は下になって、さかさまになった。桃花の真下には、ぐんとそそり立つ義人の剛直がある。

　逆に義人の上には自分の陰部があるのだと思うと、恥ずかしくなったが、義人が望んだ体位なので、いまさらやめたいとは言えない。

　勇気を出して、義人のものを口に含んだ。

　うしろから「くっ」と呻く声が聞こえる。

　そして同時に、義人が桃花の性器を舐め始めた。

「ん、んぅっ」

　いつもならただ喘いで快楽を享受していればいいのだが、今回はそうはいかない。

　義人を気持ちよくさせるために、桃花は必死で陰茎を頬張る。

「んく、むう、うっ」

　相変わらず義人の巨根は口に入れると息苦しくて、喉の奥まで入れないと、すべて収まりきらない。

　桃花は懸命に、じゅっぽじゅっぽと出し入れを繰り返した。

「う、うまいぞ、桃花っ」

　切羽詰まったような物言いに、桃花はうれしくなる。

（義人が気持ちいいと、私もうれしい！　このまま口でいってほしい……！）

　しかし義人の技巧も健在で、舐めたり吸われたりする秘部からは、絶えず蜜が溢れていた。

「あ、んんっ、う、ふうっ」

　竿を下からつうっと舐め上げたり、亀頭を口に咥えつつ手で扱いたり、この数カ月間、義人に教わった技の数々を使い、彼を攻め続ける。

「本当にうまくなったな、桃花っ……このままでは、いってしまいそうだ――！」

「ん、んふっ、いいの、いいから、いって？　私の口でいって？」

　桃花はさらに激しいフェラチオで、義人を限界に押し上げた。

　くっと、苦しそうな呻きが、うしろの義人から漏れ出る。

　手で扱きながら、鈴口をちろちろ舐めていると、先走りの液が滲み出てきた。

　桃花はそれも余すところなく吸うと、その感触がたまらなかったらしい義人が、ぐいっと腰を押し上げてくる。

　下から腰を振られ、上からは上下に動かされ、さすがの義人も最高潮に達していく。

「いくっ、いく……！　いくぜ、桃花っ」

「ん、んぅっ」

　義人のものを頬張りながら頷くと、瞬間、生温かい液体が口腔内を満たした。

「ふぁっ」

　一瞬息ができなくなって口を開くと、義人の精液はまだ出ている最中だったので、口角から白濁が伝い落ちていく。

「んむ、うっ」

　それでも一滴も逃さないよう口の周りを舌で舐め、こく、こくっと嚥下させた。

「桃花、それ、すっげえうれしい」

　上体を起こした義人が、うしろから桃花を抱きすくめる。

　エッチなことならたくさんしてきたというのに、たったそれだけで恥ずかしくなり、桃花は義人の腕の中で小さくなった。

「どうした？　口の中が苦い？」

「…………」

　そう気遣ってくれる義人のことを、やはり桃花は好きだと思う。

（義人はずっとこの関係のままでいたいのかな？）

　それならば、せっかく近くなったこの距離を壊してはいけないのかもしれない。

（やっぱり恋人同士になるのは、難しいよね……）

　セックスフレンド唯一の欠点が、ふたりの間を阻んでいる。

「桃花？」

　何も言わない桃花を不思議に思って、うしろから声をかけてくる義人。

　桃花は慌てて言葉を継いだ。

「う、ううん！　大丈夫！　義人の、私、好きだから――」

　正直に言ったのに、「気を遣うな」と言われてしまう。

「いつも飲んでくれなくていいんだぞ？　そりゃあ、飲んでくれれば、お前を俺のものにしたっていう充足感があるが……」

「なら、これからも飲む」

「桃花……」

「これからも、ずっと、一生」

「桃花？」

　様子がおかしい桃花に気づきながらも、義人は自身の欲望をとめられそうになかった。

「桃花、すまない。もう反応してきて……」

「えっ」

　驚く桃花の臀部辺りで、義人の肉棒が熱を取り戻す。

　うしろからは見えないから、桃花は苦笑した。

（これがセックスフレンド、なんだよね）

　義人が抱擁を解いたので、桃花は彼のほうに向き直る。

　義人はすぐに桃花を押し倒し、エプロンをたくし上げた。下肢が露わになるも、もう恥ずかしいとは思わなかった。

　なぜならそれが自分たちの関係なんだと、桃花が自分の中で消化したからだ。

「もうぐしょぐしょだからな。挿れるぞ？」

「うん」

　桃花は頷き、足を開く。

　そこに義人が身体を割り込ませ、太く硬くなった剛直を持ち上げると、コンドームをつけてから桃花の蜜口に押し当てた。

　最高の快楽の予感に、ぶるりと身体を震わせる桃花。

　義人はそのまま、ぐっと腰を進めてきた。

「んんっ、あ、あああっ!!」

　濡れそぼった秘孔はすんなりと義人を呑み込み、きゅうきゅうと彼のモノを締めつける。

「くっ……そ、そんなに動かさないでくれ。すぐにいってしまいそうだ――！」

「そ、そんなこと言われてもぉ……あ、あん！」

　自分ではどうしようもなく、膣内が動いてしまう。少しでも精液を搾り取ろうとするかのように、桃花の中はぐいぐいと奥に誘っていくのだ。

　義人にはそれが耐えられないらしい。

　下肢が昂ぶり、破裂しそうなほど膨らむ。

　ずっく、ずっくと出し入れを繰り返されているうちに、もう何度となく絶頂に達していた桃花も、再び快楽の限界が見えてきた。

「んぅっ、あ、気持ちいい、気持ちいいのっ、あ、ああ、いきそう！」

「俺もだ――！　も、桃花！」

「あんっ、な、なあにっ!?」

　最高のセックスの最中、義人はとんでもないことを口走る。

「お前が好きだっ……愛している!!」

「っ!?」

　桃花はぎょっとするも、心の中では「これはエッチしているときだから、本気にしちゃダメだ」と言い聞かせた。

　例外なく交わっているときは興奮するものだ。

　鵜呑みにして、あとで傷つくのは自分だからと、桃花は己を律していた。

「く、うっ」

　熱にでも浮かされたように、義人はピストン運動を繰り返していく。

「あ、ああんっ、ん、ふぅ、あ、ああっ」

　桃花のほうは奥の気持ちいい場所を亀頭でノックされ続けているうちに、ついに下腹部が熱くなり、絶頂へ駆け上った。

「ああ、ダメぇ――義人!!」

「俺も、俺もだ……っ、桃花――!!」

　互いの名を呼びながら、同時に達した桃花と義人。

　びくんびくんと身体を震わせ、波のように訪れる快楽を享受していた。

　ふたりとも満足そうに、はあはあと肩で息をしながら、抱き合っている。

　やがて義人のモノが萎えたあと、コンドームとともに引き抜き、あまりに大量の精子に彼は苦笑した。

「おかしいな。毎日のように桃花とやっているのに、こんなに出るなんて。まるで――」

「まるで？」

「子供を作れっていう啓示みたいじゃないか」

　さらりと言う義人に、桃花の顔はさすがに真っ赤になってしまう。

「な、な、何言っているのよ！」

　否定も肯定もできず、桃花は困惑していた。

　本当は義人の子供ならほしいと、心から願っているのに――。

　はあと、無意識にため息をついたら、義人がそれに気づき、心配そうに桃花の顔を覗き込む。

「桃花、どうした？　最近、おかしいぞ？」

　泣きたくなるぐらい悲しかったのに、桃花は懸命に笑顔を貼りつけた。

「そんなことないよ！　いつも通り！　素敵なセックスだったわ！」

　すると義人が急に真面目な顔になる。

「そのことで、きちんとお前に話しておきたい」

「え？」

（もしかして、セックスフレンドの関係解消ってこと……!?）

　いままでにない真剣な口調に、桃花はそれも覚悟した。

（私たちは本来、相容れない存在だったんだわ）

　悲しさを思い出し、ついぽろぽろと涙がこぼれていく。

　次から次へと頬を濡らすさまに、義人は慌ててティッシュを桃花の目に押し当てた。

「桃花!?　本当にお前、おかしいぞ？　どうして泣くんだ？　泣く理由なんて――」

「あるもん」

　拗ねたような口調で言ったら、義人が桃花の年上として口火を切る。

「お前はそういうところが子供だよな。まあ、そこが好きなんだけど」

「えっ――」

（いまのは告白？　それとも社交辞令みたいなもの？）

　戸惑う桃花に、義人が続けた。

「桃花。前から君に言っておきたいことがあった」

「は、はい」

　つい敬語になっただけではなく、桃花はその場で姿勢を正す。

「いったいどんな内容でしょうか」

「もうすでに一度言ったんだけどな」

　苦笑する義人に、桃花は「もしかして、さっきの……？」と呟いた。セックス中に言ったことなんてノーカンだと思っていたから、桃花は心底驚いた。

　すると義人は頷き、改めて口を開く。

「俺は桃花が好きだ。正直、愛している」

「よ、義人……」

　感涙に、瞳が濡れる。

　視界がぼやけ、義人の顔がよく見えなくなった。

「だから俺と、正式に付き合ってほしい」

　真摯な目でじっと見つめられ、桃花の心はきゅんきゅんときめいている。

「ほ、本当に……？　本当に、私と――？」

　夢にまで見た、愛の告白のシーン。

　自分から告白しようと決意していたけれど、まさか義人も同じ気持ちだったとは思いもしなかった。

「でも、私なんか――」

　ぽろりと、涙が一粒こぼれ落ちる。

「ただセックスの相性がいいからじゃないの？　それで私を好きなのだと、勘違いしていない？　第一もし付き合ったら、距離が近づくことでいままで以上にケンカするかもしれないし、もちろんセックスしない日だってあるはずよ」

　思っていたことをぶちまける桃花。

「いままで隠していたけど、私はすぐにヤキモチ焼いちゃう。それになかなか素直になれないから、いつも相手に面倒臭がられているの」

　自分から言っておいて、桃花は自分のことに落ち込んでしまう。

「それなのに――それでも、それでも、私と付き合ってくれるという道を選んでくれるの……!?」

　黙って桃花の話を聞いていた義人が、大仰なため息をついた。

（!?　やっぱり、そんな女じゃいやに決まっているんだわ！）

　明日は日曜日だし、今夜はひとり、飲み明かそうと思う。そうすれば傷口も、これ以上は広がらなくて済むだろう。

　しかし義人のため息の理由は違うものだった。

「バカだなあ、桃花。そんなことぐらいで、俺がお前をきらいになるわけないだろう？」

「そ、そんなことぐらいって!?」

　桃花にとっては重要なことだったから、逆に驚かされてしまう。

　義人はいつかのように桃花の頭を撫でた。

「桃花。お前も俺が好きってことで、間違いないんだろう？　俺の勘違いじゃあないんだな？」

　もう答えは出ているとばかりに目元を和ませて聞かれ、桃花は真っ赤に顔を染めながらも、こくりと頷くしかなかった。
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「好き……きっと最初から、ずっと好きだったの。でも、どうしても素直になれなかったから――」

　今度は違う意味で、瞳が潤む。

　想いが通じ合うというのは、こんなにも満たされることなのだろうか。

「思えばケンカばっかりしてきたな」

　義人は笑い、桃花もつられて笑う。

「ええ。それでも、お互いの気持ちは最初からひとつだった」

「その通り」

　桃花の頭から手を下ろすと、義人は彼女の顎に手をかけて上向かせた。

「俺たち、ずいぶん遠回りしてきたみたいだな」

　苦笑した義人が、ゆっくりと桃花の唇目がけて迫ってくる。

　こくりと、桃花は頷いた。

（もうセックスフレンドじゃない、普通の、普通の恋人同士のキスなんだ）

　桃花は感動して、涙をこぼしながら、そのときを待った。

　ちゅっという音を立てて、ふたりの唇が重ねられた。

　義人は舌を使ってそっと桃花の口をこじ開け、中に舌を忍ばせていく。

　くちゅ、ちゅっと、互いの口腔内を貪り合い、快楽の渦に呑まれた。

　義人が再び桃花を押し倒したときにはもう、恋人同士の正当なセックスが始まるところだった。

















終章　幸せの行方












　重なるふたりの動きが大きくなるにつれ、ベッドがぎしぎし鳴る。

「ああ、んぅっ、は、うっ、あっ」

　下になった桃花は、上から覆い被さってきている義人の背に腕を回し、彼をぎゅっと抱き締めていた。

　正常位は互いに密着することで、より深く相手を感じることができる。

　奥のつるりとしこった部分を亀頭で突かれているうちに、桃花の絶頂が近くなっていく。

「あ、もう、もうダメ、いっちゃう、いっちゃうっ」

「まだだっ、もう少し、もう少しだから――！」

　義人は激しく腰を動かしながら、桃花を抱き締め、自らも頂点を目指していた。

　しかし桃花は泣きたい気分だった。

「が、我慢でき、ない！」

「我慢しろよ！　もうエッチな攻防しているわけにはいかないんだぜ!?」

　はあはあと荒い息をつく義人に言われ、桃花もはっと気づく。

「そ、そうだったっ……一緒にいかないと、妊娠の可能性が下がっちゃう！」

　どこかで聞きかじった説に、義人も同意していた。

「だからそう言っているだろう」

　やや苛立たしげな義人は、気を取り直して腰を突き入れていった。

「う、んんぅっ、あ、はっ」

　桃花は喘ぎながら、義人の背に爪を立てる。その左手薬指には、ダイヤモンドの付いた立爪の指輪がはまっていた。それが動くたびに、きらきらと反射する。

「よし、いくぜ？　いきそうだ！」

「うん、うん、私も、私も――っ」

　ひときわ大きく最奥を突いた途端、義人の先端から精子が漏れ出た。桃花の子宮目がけて、びゅくびゅくと飛び出していく。

　同時に達した桃花の膣が蠕動運動を始めたことで、白濁は奥へ奥へと誘われていった。

「「はあ、はあっ」」

　お互い肩で息をしながら、快楽の余韻に浸っている。

　義人が倒れ込み、桃花の横に寝転んだ。

　桃花は義人のほうに身体を向けると、彼にそっと問いかける。

「ねえ、これでできたかな？」

「わからないが、できることはすべてやったからなあ」

　そう答える義人と桃花が結婚したのは、つい最近のことである。

　社内恋愛を見事に実らせ、ついに一緒になれたのだ。

　義人の左手にも、プラチナの結婚指輪がはまっている。桃花はそれを見るたびに幸せを感じ、結婚生活の喜びを噛み締めていた。また首元には、いまもあのデートのさいに義人が買ってくれたハートのネックレスが輝いている。もちろん義人の首元も同じだ。

　しかしあれだけワーカホリックだったふたりの目標は目下のところ、仕事のことではなく、子供のことだった。

「ピアノを習わせたいなあ」

　桃花がぽつりと呟いたら、すかさず義人が反論してきた。

「水泳か野球だろう」

「え!?　なんで？　ピアノのほうが頭がよくなるっていうじゃない」

「俺みたいななんでもできる子供がいい」

　ついいままで熱く愛を交わしていたふたりがケンカを始めるのに、そう時間はかからなそうだ。

「じゃあ、どう成長させるかジャンケンで勝負しない？」

　桃花の提案に、もちろん義人は乗る。

「どうせ俺の勝ちになるだろうがな」

「そんなのわからないじゃない！　ジャンケンは自分の努力でどうにかなる問題じゃあないんだから」

「俺は運もいいから」

「……っ」

（相変わらず口が減らないヤツ～！）

　心の中で愚痴る桃花。

（アイツだけには負けたくない！）

　それでも抗えない義人への愛に、桃花はやはり屈しそうになるのであった。
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